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ユーカリの造糠について

龍彦，.一一~－－－－－－．---……‐
（28．6．31受理）

以上の4点について，月太氏は調査を約して帰られた

のである。

月本氏の研究

そののち月本氏ほオ戸ストラリヤ及び北米合衆国，ブ

ラジル等と連絹をとり，あらゆる文献を渉猟されるとと

もに，日本国内のユーカリ樹をたづね歩き，全力を傾倒

して調査研究に従い，つぎつぎと新事実をわｵI劇つれのと

ｰころに通報されてきた。一方ｼつれわれもまた，緒方氏の

林学会誌上,邦文ウナシルバ誌(F.A.O発行)国際食

籾農業（日本食糧農業協会発行)等により，世界におけ
るユーカリ研究熱を知ることができ，大いに勇気づけら

れたのである。当時における月太氏の調査結果は

1単木として非常に坐戻のよいことは沢山の実例が
ある。また森休としての生長鐘は，日本に実例皆無

のため，実誌することができないが，北米の力･リブ

オルニヤ大学のリーフレツ1：にも明らかであり，･ブ

ラジルにも実例がある。

2風に弱いと応実例は非常に少い｡むしろ風に強
い例証があげられる。

3病虫害については，どこの国の文献にも見あたら
ない。

4湿地に適するというが，雨量の少い濠洲の鋼』と

いうのは，むしろ適獅池のことらしい。

5雨騒の少いモロッコ，アルジェリヤ等の準砂漠地

糖に植えられている。

6 ユー釣り材はパルプ，坑木，圏主，＃灘半等あらゆ

る用途に適し現に漂洲では厳に使おれてい,る。
●

以上のような結論から､月本氏は数千ポンドのﾀ噴詮

濠洲政府に送り，マーティン博士の選別に基いて，日本

に適すると考えられる10数種のユーカリの種子の輸久を
進めたのである。このことについては，筆者は事前に何

の相談も受けなかったが，ことここに至っては輸入をら

れる種子と，それから生産される莫大な数の苗木を有効

に使用する段取りを考えぬと，月太氏個人の損失はも‘ち

論のことながら，折角の材料を無にし，日本の燕ドｶ殿

われるかも知れないチャンスを通するおそれがあると考
えさせられたのである。

最初月本氏は造林会社設立の考えを持っておられた。

これについて2，3勧奨する人びともあったようである

が,筆者は

1將来のはっきりしない事業に大盗本の参加はきわ

めてむずかしいであろうこと

2造林事業会注の緯営はしろうとの考え.及ばぬ樫雑
困難さが伴うこと

滿 田ーー■ ぬ一 一二一一～輪●ーー宇一 ■

１
１

はじめに

ここ数カ月の間に，ものすごい勢でわれわｵL獅業界に

ユーカリ造林熱が伝きわたった。これは日本ユーカリ研

究所長月本二朗氏の功績であると共に,森林資源洞渇に

なやまされているわが国の林業関係者が,何力調しいも

のを求めていた気運Iこ合致したからでもあろう。筆者は

月本氏の研究当初より密接な関係をも･ら，できる限りの

援助協力をなし，髪た自らも興味を舞って見聞につとめ

てきた。最近になって，官民有力者の協議にもとづい

て，外国樹種導入野究会の設立を見，その事務局長に就

任委嘱左受けたのであるが，その立場上，ユーカリ造林
の進路をあや童ら登ないために，本誌上を借りて称業抜く

術者の諸兄に，その経過の擬要と見解の一端を鼓れきし

て参考に供;したい。 ，

昨年初冬のころ，突然月本氏がわれわれを訪問されて

1 自分は幼時よりユーカリに興味を持っていた5

2在米中，ユーカリ造林をずい所に見たが，いずれ

もすぼらしい生長種あった。
3最近の日本は木材供給力の不足に悩黄され，將来

が蕊慮されている由であるが， 、

4 日本の造称樹種としてユーカリをとりあげるべき

でないか。

5伊豆地方き2，3のユーカリ左見たが，いずれも

・坐良は非常によい。 ，

という御意見を述べられたのである。

画菖なところ篝昔はユーカリという木が蜘，（私の
育った家の庭にもあった）そｵ助擦洲腸轌の木壱垂長め
早いものである，くらいのことは知っていたが》わが国

の造林事業に採りあげることについては夢にも考えてい

なかったので，全く不意をつかれた感じであった。この

とき錐者は次の反問を提した。すなわち

1単木で生長がよくても，必ずしも森林として櫃歳
した場合，単位面績当りの生長瞳が同じようによい

とは限らない｡特に広葉樹の場合はその傾向が甚だ
‘ しいが，その点はどうか。

2 ユーカリは風に弱いと聞いている。また外国樹種

を導入した場合'意外な病虫害に震わ無たことがあ
る。

3 ，全長の旺盛な樹木ほど土地を選ぶ傾向が強い。ユ

ーカリの鱸蔑は肥沃な土地に限定されるのではある

まいか。

4ユーカリにはどんな用途があるか，用途不明のも

のは経済的林業の対象になり蝿､。
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（鐙者）森林費源総合対策協議会事溺局長電
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満田： ユーカリの造林について

を説明して,むしろ苗を多識二養成して安く，広く林業
界に供給される方が手つとりぱやく，材集界のためでも

ある旨をおすすめした次第であった。そののち月太氏は

造林会社案を全く断念されたわけでもあるまいが,現在
のところは,苗未の育成に全力をあげて話られる°明春

には恐らく数100万本の苗木(10数種）を広く各方面

に供給し得るであろう。

、ユーカリの歴史．

る。ごく近年になってイタリー，スペインでは'00％ユ

ーカリパルプで人造繊繼鯉造に成功している。このユー

カリ材はアフリカで人工造隊によって生産された材料を

輸入しているらしい。このように一方において'､近代産

業であるパルプ製造の原料と.いう新しい．用途が開拓さ

れ,.また一方に世界的な森林資源の不足という情勢がま

すます明瞭に見透されるに至り，世界各国がユ戸カリを

とりあげるようになったと解される。F.A1.Oではユー

カリ委員会を作り，昨年秋に1ま25カ国の人を集めて原

産地漕釧へユーカリ研究旅行を行っている。こういぅ情

勢であづたから，月太氏があらわれなくとも，いずれは

日本でもユーカリカ難鳥りあげられたと思われるのである

が，月末氏の力がなければ，あるいは2～3年はおくれ

たかも知粍ない。

それにしても，これほど古くから日本りこ採り入れられ

ながら，ただ1つの刎外(後述)莚除いて’どこの大学

＞ も試験場も’回のi齢h試験も行わなかったことは不思議
といわねばならぬ。これは日永の林学が北欧を手本とし

て発達して来たのも一因であろうかとも思われる。

今や世界の各地にユーカリ識§が行われんとしている

が，何故に今議で日本でユーカリが興朱をひかなかった

か，これは誰しも考える大きな疑問である。これに対し

て塞営の見解を述べておこう。

本多憾士の著書によると輸入の縄略は明らかでない

が，ユーカリは明治8年(i875f)にわが国に輸入され
たことになっている。ヨー戸ツパにはそれよりいくらか

前南北米大陸には日本の場合より諮くれて1900年の

前後に移植されたようである。

最初は早く大きくなる珍らしい木として,観澱用の庭

園樹や庇陰用の街路樹等の目的で植えられ,現在でも東

京以西主として関西，中国，九ﾂ蝿方の学校その他の公

共建築物に多く見られる。ブラジルでは最初．銭道の磯

関車燃料用として植栽されたらしい。北米では荒れた農

地,牧場等に植えられ,牧柵と蝿の燃料に使われて
いた。このように古く原鱈也を離れて世界各国に移植さ

れたユーカリカ鐙近に至るまで*榛界の注癒をひかなか

ったのは絢笥は用途であるまいか｡燃料を採るために人
工造林をすることは余ほど特別の場合でないと経済的に

成り立ち難い。日本では，ごく一部の地方でさくら炭の

原料としてクヌギを植える以外には，天然萠芽林でこと

足りてきた。原産地漂洲では，土木建築材あるいは桶，
家具等木工原料として広く使われていたらしいが， ユ

ーガリ以外に木材を得られない地方のことであり，天然

に豊富にあるたぬであろうか，人工造林の記録は見あた

らない。日本にはスギ,､ヒノキ，マツ等ユーカリよりず

っと適切な針葉樹材が豊富にあって，敢えて外国樹種の

ことを考えなくとも，昭和初期までは充分腰二供給されて
何の心配もなかった。しかし，日本にユーカリが全‘<一

度もとりあげられなかったおけではない。明治中期，大

正末期等には当時の雑誌等にユーカリに関する記赦があ
る。大正から昭和にかけて静岡県でばある程度の奨励も

行われたらしいが，当時は木炭以外に用途がなく，木炭

としても雑炭とし力認められず，量よりも質を尊ばれた
当時としては，ユ戸カリの受け入れられる態勢になかっ
たのであろうか，ながつづきしなかったようである。
ところが，パルプ製造法の改良発達によって，いかな

る広葉樹材もパルプの原料として利用されるようになる

に至って，生長の早いユーカリ材も注目をひくこ全にな
ったのである。濠洲でユーカリ材を原料とする製紙工場

が繰業を開始したのは1939年（昭和14年）である。

その後増えて，現在では6カ所の製紙工場が稼働してい

《
可

外国樹種導入研究会の設立
"

さてJ -AF-カリは生長力も大きく用途も広い。現に日

本にも生育じているから，日本の造林事業にも採用の可

能性があるらしいということが判ったとして，数100種

のユーカリ属の内からどれとどれを選姦か，適地はどう

か，栽培育成の技術はどうか，という広汎にして複雑困

難な問題があるわけであ愚。

日本ユーカリ研究所長月本二朗氏は独力，この問題に

先鞭をつけて，あるていど解決の曙光を見出しておられ

るが，何ぷんにも文献④上でのことであり，実験的調査

研究はこれからのことである。このよろな問題は一個人

で早急に靭醗できるものでなく，また林業界全般の興朱
をよび起した今日になって見れば．1日も早く，またで

きるだけ広く，組蔚舶勺な実験に着手して解決をはかり，

指針を求める必要があるので，ここに官民合体の外国樹

種導入疵究会の設立を見掩次第である。この研究会は名

の示すとおり，ユーカリのみを対象にしているわけでな

く』ポプラ，アカシヤ，ペカン等輸入樹種を広くとりあ

げて研究調査することを目的にしているのであるが，ま

ず第1にユーカリについて獅究じようということになっ

ている。ユーカリ造林について用途が広く，材として価

値の高じ､もののうちから日本の気候に適す･るものを選び

だし，その要求する立地条件を明らかにし，育成のため

にどのよう底技術が必要か等については，壬のうちに追
いおい明瞭になるであろうと思われるが6大たいのこと

力判明するまでにも少くとも2カ年は要するであろう。

決定的な技術を確立するまでには少くとも5カ年は要す

ると思われる。

しかし〃 ユーカリ造林熱は意外なぼど広<行きわた
り,多くの人が興味を持って植えたがっており，月本氏が

養成中の数'00万本の苗が明春には日永中に頒布される
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満田：ユーカリの造･林について

運命にあるので，もし取扱いを誤って活着が不良であっ

たり，適種適地の選定を誤って生長が悪かったりして，

若干の悪評でも被ると，ユーカリ造林の將来な阻止され

るおそれがある典占置非常に憂慮される次第である｡
そこでユーカリを造林して見ようと思われるかたがた

のために,はなはだ筵んえつであるが』筆者の今までわ．
かつている範囲で知見を披れきしておきたい。

樹種日本に現在生育すると思われる樹種は次の5種
である。

Eucalyptusglobulus プルーガム

E・Viminalys マンナガ必

E.rostmta レツドガム

E.robusta 沼マホガニー

E.polyanihemoS レッド筆ツクス

以上のうち第1のプルーガムカ鐙も普辺的に植えられ

ている。月太氏はその薪響（ユーカリ造林のすすめ，日

本ユーカリ研究所発行）に日本に適すると思われるユー

カリを14種あげておられるから，これからユーカリを

日本に造林しようと考える人は，ぜひこの本を参考にし

ていただきたいが，前記5種のユーカリのうちズプツテ

いるのは初めの2種だけである。よってこの2種を選ぷ

こと溌蓑ず安全であるといえるだろう。しかし，今日

日本に現存する5種のユーカリも，ある目的をもって組

織的に輸入されるものではなくて，その来歴をたづねる

と，多くの場合はアメリカ霞たはブラジル移民が，帰国

の際,珍しい木のタネだから日本にも一つ作って見よう

という好奇心から持ちかえったもの．またはその子，孫

というのであって，上述5種の三一カリ以外に，より一

層日本の風土に適し，価値の高い種類がさがし出される

可能性が犬いにあると想像される。たとえば，現在種よ

り，もう少し寒冷な地方にも育成可能な種類勃泌ずある

と信ぜられる･

適地最低温鴎冬季最低平均気温，降雨量等につい

ては月本氏の著書に詳しい。霜の関係については未知数

であるが，常緑樹のことではあり，霜に対してば非常に

弱いと考えて間違いあるまいと思われる。土鰹について
は，水はけのよいところをどの樹種についても強調され

ているが，この点は特に注意を要するようである。九州

大学附属篠栗演習林幅岡市東方郊外）に，約1町歩，

プルーガムの本鋤俊一の造林地がある。昭和14～5年こ

ろ,山地直播きにより造成されたものであるが,現在の
ところ平均胸高直琵灼10cm,樹高約6m枝葉愛が非常

に少<見るからに貧弱である。この〕識地を見た人は』
雛でも一応考えさせられるであろう。これに対して，筆

渚は一応は土質による不成績であると考えている。現地

‘は第三紀層（直下に石炭堀津§ある）の赤い重粘土で透

水性が非常に悪いように見受けた。ここの土壊について
鍵九大の佐露洪浸が調査を始められたそうであるから，

その結果判定されるであろう。

静岡県蒲原町の吉田氏は，自分の経験として士盛をし

たところが成縦がよいと述ぺておられるし，筆者の見た

範囲でも，海岸の砂地のように化学的性質が悪L､と思わ

れるところでも，物理的性質のよいところは生長が良L、
ようである。傾斜の廃合ぼ大して影響がないように思わ
れる。強風に対する抵抗度に』ついては何ともいえない。

宮崎大学附属往吉較場の並木には風のために途中から挫

折したものが相当見られた。しかしこれは孤立木に近､、

のであるから，林分となればまた自らちがうと思つれ

る。風による根がえりの例はまだ見聞しない。ユーカリ

は常風に対する防風防砂のためには好適の樹種である。

アルジェリヤ，モ画ツコ，ソ連南部地方ではその目的

のために植栽されているし，オ味カリケオルニヤではカ

ンキツ類の果樹園で防風林の効果をあげている。プルー

ガムの葉，毬果には精瀬を多く含有し，識烈な芳香を発

する。この精油は薬用（防腐，防虫，殺菌痔鼻等）香

料用等に利用されている。また生立木から発する芳香は

蚊よけの効果があり，また肺病の治擁にもきくというか

らサナトリウム等の庭園樹にも好適なの．舌あるまいか。

種子種子は非常に小さい。プルーガムで小粒仁丹くﾞ

らい，その他のものは，巻煙草のくずのようで女ネやら

ゴミやらわからぬようなものである。発芽率に非常にむ

らがあり，越年貯蔵すると発芽率も非常におちるらしい

から，他から職入する場含は注意を要する。日本に現存

する種類については種子の自家採集を試みたらよいと思

うが，その適期については不明看ある。

養苗謎苗,育林等については，カリブオルニヤ大学

発行のリーフレットを,､高知営林局の造林課長浅川林三

氏も翻訳されて，高知林友5月号に掲職しておられるか

らこれを参考に軽られるとよい。発芽温度ば日本の在来

林木より栩当高いらしい。まきつけについては特殊の技

術は要らないよ‘5であるがj発芽し趣鎮かりの毛苗は非

常に繊溺で，特殊な病害もあるらしいようである。地上､

部よりも根の発育が旺盛で'TR比が1以下になってい

るのが普通であるが，蒸散作用が強いようであるから旱

害のおそｵ1，がある。

植付ブラジル，アメリカでは1本1本を竹または草

で編んだかごに植えたまま山床に植え馬そうである。こ

れは空中湿度の関係のためであるまいか。吉田氏は直梗

を切ることが悪いという説を出しておられる。いずれに

しても蒸散作用の強い木であるから，根はなるべく土付
きのまま乾燥巷ぬように取扱い，茎ば葉な摘んで移動
し，大きな植穴に町寧に植え，水をやる必要があ為う。
乾燥季にはなるべくさけた方がよい。本年宮崎県富高市

において植えた実例は1～2本の大苗を高知県から運撤

したものであったが，約60％活着している由。

むすび 、

以上で本稲を終ることにする。多くの人が,積極的に

新しい樹種を採りあげようと試みることを期待すると同

時に，あまり手軽に考えて思わぬ失敗なせぬよう，慎重

に，細心に事をはこばれるよう希望してやまない。

一

子
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者
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飼燈の価値ほ恐ろし<域殺され，経費は著しく増犬サー

る。叉適当に配置された基準点がなければ森林関係の図

化作業も精度がじゆうぶんに出ないこと'は計画立案上錨

記して置いて頂きたいことである。

現在行われている菱形三角鎖腫よる図化要領は,林業

方面でかなり普及されたことでもあり字今更述べるまで

雀もないが’4万分1の写真から5千分1図を作る様な場
合は別として，新たに適当な縮尺の写真を使用する場合

には,図化作業の際,空中基線長,撮影高度及び写真機
｡

「レンズ」の焦点距離蝕乙や瑞西の写真機では「レン

ズ]の焦点f聯が0.ummの精度で各写真に印画されて

いる）を記録さぜ，叉菱形三角鎖を作製した際の測角点

を図上に明示させる様にして，林分の記入や材積算定を

容易ならしめる着意が必要であろう。

以下2）項以下につき逐次記述することにする。

2）樹高の測定

樹高の測定は航窪写真測量の得意とする一つである。

樹木周囲の地面が見られることが前鍵霞あることから，
款空写真による樹高の測定を危まれる向きがな》､でもな

い。しかしこれがためには道側，立木境界，イ霧誕，孜

場原野，風檮地等に隣接した脈つ篭り立木の断続造

る所があり，叉水流によりその床面の見られゑ所もあ．

る。密林の場合には必ずしも個々の樹高の測定は可能で

ない｡しかしこれは材縦にほ必要でなく,そのために

は適当に個々の樹をじゅうぶんな数だけ撰んで測定すれ

ばよいので，それによって立木の算術中数が得られる。

もし測定せる樹頂の近傍の地面力判定不能の場合はぎ樹

涜平均と境界又は立木間隙の平均地高の差から求めれば

まい。

図化機を持つ種おり，しかも樹木が疎開する場合は林一

地を数条の地区に区分し，各地区毎に樹頂の断面図と地

表面の断面図とを作り，これ腱より平均樹高を求むれば

赫蹟雛に有効なる樹高がえられる。

図ｲ畷による個為の樹高測宕購度は0.20mを目標と

してIJwる。

PacificNoFthwestForestandRangeExpernnent

StationのRobert..B・POPe報告によると，樹高又は

桜折壷宣径はその平均値を便扇する方力蛎積測定の精度が

高qまると述べている。

積膳罰則鐵旱叉は硝子尺により櫛蔚を測定圏せむとするに

は高さによる祝蓋豐の変化より計錐3－るの外はない。

今その大雛を説明すると次の通りである。

次図においてOｪO禽ほ立体視される一対の写真の各撮

影点で.Aにhなる高さの棒があるとする。△の像が
り

‐工の写真にはalに”江の写真にはa2に写ったとす

る。叉hなる棒の_i二部の点A′は同様にaX′及びaH'

に写ったとすると麹a1'+aZagls=pはhに対する視差

②
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つ
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画
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Ⅳ材積の算定
ア

航空写真測量で森林の材積を算定するには次の緒件か
ら出発ずる。 ．′

1）林分面積の測定

2）樹高の測定．

、3）樹冠直径の測定

4）欝閉度の測定

5）樹幹本数の測定

このうち林分面積の測定は純然たる航空写真澗瞬かち

出発せねばならず，mgersh斑轟氏の如く自ら糖巧なる

航空測量器材を設計する人には問題でな､､が,林業部門

のみで根底から人員器材を整備することはいささか過重

の感力狩る。そこで地理調査所謝鈍上測量により基本測

澱を行っていると同嫌に,航空写真劇畷とし．この基本測

母ず胸つち,写真r枚づつに少くとも9点の基準点を決

定する作業（もちろん写爽上に明瞭に現われている目標

を撰ばねばなら蕊いわゆる航空三角測堂によるもので

ある）は測罎門家に譲り，爾後の作業を林業部門で担

当されるのが至当であるまいか。かくすれば作業は林業

行政と密接に結びつくのみか，樹高の測定でも，洞癖

定の基礎である空中基線長や，撮耀高度でも審易に且つ

顧確に求められ,すべての作業は流水のごとく慾然ど進

められるであろう。但しお断りしておくこと'は，右は現

在の米軍の写真に俵序すると力勤旧式の写爽機詮持ち出
すとか，印画を目標とする図化機にたよるとか言う考え

から脱却しての上のこ堅で,写真は彊良な器械で新たに

所望の縮尺のものを撮影し，林業関係の図化機としても

Wild製のAUtogxaphA8．(1S1000万円位はする

が）位のものを数台活動させる様な計画が望ましく，も

しAutograPhA8'が過重であるとすれば, 2～3麓の

Multipl唾聖いう図化機でも満足される。

銃空三角測量に関しては記事を省略するが，図化に必

要な基準点を地上測避により求むるとすれば，航空写真

《
』

《
一

(筆者） 日本航胤瞬式会社会長
F
巴

･－－－‐4－一一



木本：森林調査と航空写真測量

いる点が率上に写つっていたとし，その点から朧診点

までの高さが求められだとすれば写爽の縮尺はその点に

対して決定される。

今標高の知れてる点2点が写蕊に写つでいる場合の撮

影高の決定要罐示すと次の機である。

下図においてA及びBは標高既知の2点でその高

さの差がliであるとする。
｡

差と言爵つれている。

幻公鉦 必ノa2a2

、
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このpは写真の「レンズ｣の焦点距離f,空中琴線
B,撮影高H及び棒の高さhの函数であって,f･B･H

が常数であればhのみに関係し，もしhが一定であれ

ばPも一定である。いい換れぱAAノなる棒がNi恥線

上で壷に位置を変えてもp値には蕊化がないという

ことになる。

幾何的に考えれば容易に次式が求められる。

牢卿'+…'一孟織)=,
hがHに対して小さい時戯

f･BJh

p==－扉一

．写爽上の空中基線長をbとすれば

b=ZL

．〃･-一
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a及びbはA及びBの各写真像,Oは撮影点，O'

は撮影点を地上に投影した鉛直点とする。 (O'はAB

を通る垂直面上にないのが普通であるが簡単な場合とし

て図の如く考える)。

今写爽上にab=pなる長さを測り,XABの真@水

平距離をGとする。

_f_2_2=H
p

(fは写真機「レンズ］の焦点蹴誰）

.で計算されたHはBからAを通る水平面上に下し

た璽読の足B'からOAに平行綴を引き，これがOB

と麹つった点B〃を這る水平面上の0点の高さでなけ

ればならない。よってAを通る水平面上の高さとして

は図に示すh,lだけHに修正巷ねばならない。

すなわち 理=H+h』

h』'を求むるには

4AOO'=B, 40ﾒOB="

とすれば

…=器戸， 上…=-器一
tanβ一Gji

tan" G"

又 4BB'B"=B, 4BﾉBB"="

tanβ一hn
よって

tan" hﾉf

』
〃
口

1i1

よって p=~r となる。

bとHとを常数とすればhはpに比例し，この比

を承知すればpを写真上に測定することにより.hが計

算さｵﾙる。 (pの測定は少なくも0.02mm位の糊菱が

要求される)。 ・

ここで注意すべきことはpとl力との関係は測定すべ

き高さが基準に近い場合と，基準面から遠ざか§つた場合

ではその値を異lこPすることで，叉測定すべき点力参い場

合には図表計算により作業の簡易化左計る必要がある。

3）樹冠直径の測定

写真の縮尺漆既知されれば個燕の樹冠直径は硝子板に

目職せる尺を写真上に置き，測定をむとする樹冠を実体

視しつつ直径の寸度を測定し，これに縮尺転乗-澱1,ぼ上

い◎

写真の縮尺は基準面上の撮影点の筒ざで写真機の「レ

ンズ］の焦点距離を除した値であるが,土地iこ起銅富あ

れば，基準面より高い点は縮尺刀状きぐなり，基準面よ

り低ﾙ､点は縮尺が小さくなり，写真上の各点は到るとこ

ろ縮尺が変化していることとなる。そこで標高の知れて
、.
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以上で統空写真測量による材稜算定に役立つ諸元ガ輔

ったのであるが，もしこれを使用して実際に材積を算定

せむとすれば,樹幹の胸高直径叉は中央直径と樹高叉は

樹冠嵩径とを関係付けて，樹高叉は樹冠直径より胸高直

径叉は中央直径を求めねばならず，叉法正林を基準とす

る材積算定の係数を求めて澄かねばなら垣。

以下これについぞ若干の説明を加えること脳二する。

6）胸高直径と樹冠画蚤叉は樹高との関係

胸蔵曹蕊は確かに材横算定の主要なる基鯉勺要素であ
り ”

る。しかし一森林における胸高直径は，人工造林でない

限り各樹木間の偏差が大きく，森林の平均胸高直径を求

めむとすれば，森休の全部にわたり測定するの外はな

い。しかもその測定は事実において一局部に限定され，

これに伴う系続酌誤差の大なることは，また想像に難か

らぬ所である。幸にして胸高直塵と，樹題宣径叉は樹高

との間には一次式的関係があることがZieger氏その他

の人持の研究により明らかにされたので△あらかじめこ

の関係を求めておくことにより航空写真からの材積の弊

定も可能となったのである。

今胸高直径の代りに中央濾僅を採用し一次式的関係を

示すと次の如くなる。

b"&=A1K+BL

叉は d,,‘＝A2H＋B2

但しd,鵬は樹鮮の中央崖(cm)

Kは樹緬蔵僅(m)

Hは樹高

A1,B1，A2,B3は常数

式中のAIB1叉はA2B3を求むるには実際に茶林区

についてd,MとK,叉はd"‘とHを測定し,その測定の

結果を式に代入して最小自乗法から求めねばならぬが，

実例に付てその求め方を説明すると，次表はTharand

地方の「たうひ」に付て測定した綣果である。この値を

d"|ル=A2H+B2の式に入れると728本に対して728の

式が標られ，これを未知数2ケに対する2ケの式に纏め
ると

[HIDAs+[IpB2一[H･d,,&]=0

EIDA2+B2-[d,,D]=0

但し IDiX728の各式のHの総和

[d"&]は728の各式の“の総和

[H･d?"]は728の各式のHとdｩ脇との澱

の総和

[I丑幻は728の各式のHの自乗の総和

p及びpBは写真_ビに求められ-旦旦をhに乗ずる
p

ことによりh"iを求めれば

H/=H+h4

．よってA点を通る水平面上の写真の縮尺は〃"で

求められる。 (pBば両標高既知点像を結んだ写真上の

線y、，写真の中心から下した垂線の脚から標高の高い方

の像までの距離である)。

上記はAO,ﾉBが一垂直面上にあるとしたが，aとb
〆

とを結んだ線が写真の中心を通らない場合，すなわち写

爽の中心からabに下した垂線の長さ(d)が長し暢合

に幟,Hを計掌する際のGの代りにルー(顎・
を使用せねばならぬが，この修醒駁は通常小さくて一般

の場合顧慮する必要がない。

、写真の縮尺を求珍る説明で樹略に入った感があるが，

前にもどって硝子尺に代るに視差測定桿を用いれば測定

糖庭は一噌良好になり，精密図化機を用いれば測定能率

も高められる。もし平均の樹緬菖径(K,")を求めむと

すれば，樹冠に蔽われた面猿をF,写真上で求めらｵ1挺

樹幹本数を、とするとき次式により計算される。

野=÷， K"f=2/\=､ﾕ31/gL
強

HugerShoff氏は樹冠の測定精度が士25cmであった

と報告している。

4）欝閉度の測定

瀞閉度は樹冠により蔽･〉れた面識と全面積との比起

写其な立体礎すれば容易に測定され,この立体視を逆の、

像として観察すれば一層明瞭に測定される。

5）樹幹本数の測定

樹幹本数を測定するには写真上に1～2mnn間隔の

平行線を描き，各線の間にある樹冠数を立体視しつつ読

定し，その総和を求める｡．

測定の一区画は少なくも1000本以上とされ，読定の

速度は習熟するに従い， 一般に数を数える速度に達す
る。

測定の精度は読定誤差並びに系統的誤差により左右さ

れ，樹齢によっても変化する。

競走の精度は実験の結果百分数の中等誤差士0.4％，

又全樹幹本数に対する百分数の中等誤差は士2.2％であ

った。

写真上に競走し得ざる樹冠はお詣むね胸高直径10cm

以下であり，右は系統的誤差として現われる。実例によ

るに10cm以下のものを除去Lた場合の樹幹本数の中

等誤差は土7.ｴ％であった。

』

《
』

弓

グ

（
』

罠
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木本：森林調査と航空写真測量

一
寺

H及びd"|，に対する樹幹本数 るかをあらかじめ測定して諸く必要がある。

次表は測定された森林の樹冠による欝閉度， (Bhr)
及び(BN)を示した一例で､2)及び倒行は測定値，

(8)及び値)行は欝閉度により(2)及び(4)行の値を修

正し全部を欝閉度1．00に統一したもの，(6)行は航空

写爽上で判定された(B")値である。

本表を(B")と(B")とに関係した図表により示

し，各点の重心を求めおく外，平均曲線詮描画しおく時

は(B")よりして直ちに(B")値が決定される。

､d"'(cm)
、

罰～H( |‘．|‘'|"| '‘' 1.'2｡'露|製|罰‘|鍋|"|鯉’計

7

10

29

22

22 32

1l13113
幸

12126

’

1
1 21
82 1

84 1 32

19465 1

耀美

幻
哩
睦
略
旧
加
銅
製
妬
計

“
錨
ね
蛎
網
“
”
妬
７

１
１
１

に
5

14
41 1

’
111 20

1 6
１
４
９

1

1

6

修
正
値

、
Ｊｆ恥く

現
実
値

(B")
林 穂

閉
度|‘|‘↓扇|割‘‘1"↓‘|ｼ:'.:↓圏’;‘；

現
実
値分728

一

|川竺|生l &- | 5 1 ｡例に付て言饒#-ると

(ID=12854
・ザ

[d"m]=14644｡

[HE)=237900

[H･d"']

右の値を前式に入れA2;B2なる2つの未知数の連立

方謹式を作り，これを解職ば安易にAa,B3が求められ

る。

すなわち、

AB==鶚鐸諜#]

B鬮一囎遥二識鵬〕“÷""〕
これによるとA2=1.139,B3=0

すなわちこの場合の尭談式は

d"&(cm)=1.139H(m)

氷計算例ではd"を10cm～32cmとしたが，この範

囲を余りに拡げると実際に即しない式が生ずる。

職蛎罰薗径とdｩ池との関係式についても同猿に求められ

るが，中央i塞力輸高と樹冠臘経との両方から求められ

るとすれば，櫛笥と樹冠直径との間にも一定の比率が存

するわけで．この比率は樹齢，立地,並びに欝閉度に関

係するが，議休の発浄ﾒ懇を推定する資料として取扱わ

れる。 、

7）法正赫を基準とする材積算定係数

法正林を基準とする材積算定係数には，航空写真から

求められる穂閉度と，樹幹本数を麹繼とする立木度があ

る。

樹幹本数を基準とする立木度，すなわち法正林の樹幹

本数と測定さるべき森林の樹幹7蟻との比を(B")で
現わし，こｵ'が法画*の材稜と測定さるべき煮淋の材斌

との比すなわち材積立木度(BJr)といかなる関係にあ

汐
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以上で森林調査と航空写爽測斌の記事を終るのである

が，一つ付け加えておかねばならぬことは森林の材溌計

算に，森林の占有する空間容積と材積とを結びつけて，

空間容積に係数左乗じて直ちに材稜を求むることがなさ

れている。但しこれは精密な図化機のあった場合，図化

機のY軸の作動をZ軸の作動に変更することにより容易

に森林の断面図淫描画されることを利用したものである

が,縮密図化機の入手も困難な上に，一度林野庁で発行

された記事中にも説明されているのでここにはその詳細

を省略する。 屍）

琳野磨編・最新版一

児

ー

国有林・民有林・官行遺体地g防風保安

林･国立公園界･営林局，署界･森称タト
地･等高線などが一目でわかる地図!1

日本森林分布図
180万分の－

B全判・￥180．‘⑦20、

お申込みは日林協へ一
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巳

』

で
あ
る
。

わ
が
国
の
年
平
均
の
気
温
は
摂
氏
五
度
か
ら
一
八
度
位

の
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
島
の
地
理
的

な
位
置
、
季
節
風
、
緯
度
、
地
形
、
標
高
等
に
よ
っ
て
も

変
り
、
更
に
叉
島
を
環
る
暖
流
や
寒
流
等
の
海
流
に
よ
っ

て
も
大
き
く
影
響
さ
れ
、
気
温
の
分
布
は
実
に
区
々
で
あ

る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

気
候
的
に
概
括
す
れ
ば
わ
が
国
は
亜
熱
帯
湿
潤
気
候
地

域
に
属
し
、
一
部
北
海
道
に
大
陸
湿
潤
気
候
地
域
が
見
ら

れ
る
と
称
し
て
差
支
え
な
い
。
こ
れ
を
植
物
的
に
分
け
る

な
ら
ば
前
記
の
亜
熱
帯
湿
潤
気
候
地
域
に
暖
帯
と
温
帯
と

が
入
り
、
大
陸
性
湿
潤
気
候
地
域
に
寒
帯
が
入
る
と
い
え

よ
う
。
日
本
の
植
物
景
観
の
特
色
は
こ
の
三
帯
に
亘
っ
て

存
し
、
そ
の
樹
種
の
多
い
こ
と
は
数
百
種
に
上
る
点
か
ら

も
察
す
る
こ
と
が
出
来
よ
５
．

従
っ
て
そ
の
植
物
景
観
の
様
相
も
実
に
変
化
に
富
ん
で

詰
り
、
こ
れ
が
日
本
の
観
光
資
源
と
し
て
大
き
な
特
徴
に
．

な
っ
て
言
い
る
わ
け
で
あ
る
。

先
ず
低
韓
度
の
北
緯
三
六
度
、
海
岸
地
方
で
は
三
七
・

五
度
以
南
の
地
予
即
ち
九
州
南
部
の
植
物
裁
観
が
そ
の
代

表
と
見
ら
れ
る
が
シ
イ
、
タ
ブ
、
ク
ス
、
カ
シ
類
等
の
常

緑
の
広
葉
樹
が
欝
蒼
と
し
て
林
内
は
暗
く
羊
歯
類
や
各
種

の
蕊
茎
類
が
所
狭
く
繁
茂
し
て
鞍
っ
て
、
新
緑
の
爽
か
な

緑
は
生
気
そ
の
も
の
の
感
を
い
だ
か
せ
る
。

こ
の
地
帯
の
年
平
均
の
気
温
は
摂
氏
一
三
度
か
ら
三

度
を
示
す
の
が
常
で
あ
る
。
こ
の
地
帯
を
暖
帯
と
称
す

る
。

こ
れ
に
次
ぐ
地
帯
即
ち
略
盈
北
緯
三
六
度
（
海
岸
地
方

は
三
七
・
五
度
）
と
北
紳
四
二
・
五
度
の
間
で
年
平
均
の

気
温
六
度
乃
至
一
三
度
の
所
は
温
帯
と
い
っ
て
そ
の
代
表

的
な
樹
種
ほ
ブ
ナ
で
あ
る
。
こ
の
外
紅
葉
黄
葉
に
錦
繍
の

秋
を
飾
る
カ
エ
デ
、
カ
ッ
ラ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ザ
ク
ラ
、
シ

ラ
カ
パ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ミ
ヅ
ナ
ラ
等
が
生
育
し
多
彩
な
葉
淡

の
変
化
は
植
物
景
観
と
し
て
も
洵
に
見
ご
た
え
の
あ
る
地

帯
で
あ
る
。
日
本
の
代
表
的
な
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
コ
ウ
ヤ 《

」
6
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マ
キ
、
ツ
ガ
、
ヒ
パ
等
の
針
葉
樹
の
生
育
す
る
の
も
こ
の

地
帯
で
あ
る
。
な
聡
暖
帯
・
温
帯
を
通
じ
て
生
ず
る
、
ア

カ
マ
ッ
は
し
ば
し
ば
日
本
風
景
の
代
表
的
な
景
観
を
つ
く

っ
て
お
る
。
こ
の
女
性
的
な
ア
カ
マ
ッ
に
対
比
し
男
性
的

な
形
和
美
を
呈
す
る
ク
戸
マ
ツ
は
日
本
の
海
岸
風
景
地
の

景
観
を
飾
っ
て
い
る
．

更
に
温
帯
の
北
を
占
め
る
北
緯
四
二
・
五
度
以
北
で
年

平
均
摂
氏
六
度
以
下
の
寒
冷
地
、
即
ち
北
海
道
の
大
部
分

ど
本
州
Ｚ
標
高
の
高
い
地
帯
が
こ
の
寒
帯
に
属
し
、
タ
ウ

ヒ
、
コ
ヌ
ッ
ガ
、
シ
ー
ズ
ペ
、
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
沈
、
エ
ゾ

マ
ツ
、
ト
ド
マ
ッ
が
そ
の
代
表
的
な
樹
種
で
あ
る
。
こ
の

地
帯
は
温
帯
や
暖
帯
に
見
る
よ
ら
な
華
麗
さ
は
殆
ど
な
く

常
に
沈
ん
だ
青
黒
い
針
葉
樹
の
原
始
的
な
景
観
を
展
開
し

て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
の
地
帯
に
お
い
て
も
植
物
相
の
顕

現
は
庇
礎
を
き
わ
め
、
真
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

「
か
つ
て
は
全
島
膜
を
あ
げ
て
こ
れ
す
べ
て
緑
し
た
た

る
華
麗
島
だ
っ
た
』
と
は
あ
な
が
ち
外
国
人
の
外
交
的
讃

辞
と
し
て
の
み
見
る
べ
き
で
な
く
、
真
実
往
昔
の
日
本
は

文
字
通
り
「
わ
が
国
ぼ
緑
な
り
き
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

果
し
て
然
ら
ば
こ
の
緑
の
島
、
日
本
が
美
し
い
緑
の
衣

を
破
っ
た
の
は
何
の
故
か
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
国

民
自
ら
の
な
し
た
業
で
あ
る
。

不
見
識
き
わ
ま
る
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
、
。
こ
と

に
最
近
十
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
無
謀
絃
戦
争
の
遂
行
は

あ
た
ら
日
本
の
誇
り
で
あ
っ
た
緑
の
衣
を
、
造
林
を
顧
み

る
い
と
ま
な
く
た
だ
濫
伐
、
過
伐
を
く
り
返
し
て
無
惨
に

も
破
っ
て
し
ま
っ
た
少
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
借
ん
で
も
あ

ま
り
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
幸
な
詞
」
と
に
は
天
与
の
植
物
の
生
育
の
条
件
は

前
述
の
如
く
気
候
に
お
い
て
も
《
又
土
壌
に
お
い
て
も
日

本
に
味
方
し
て
い
る
。
錘
だ
緑
へ
の
復
元
は
人
為
の
被
害

を
除
き
、
自
然
の
法
則
の
円
滑
な
運
行
に
協
力
す
る
だ
け

で
迅
速
に
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

戦
後
い
ち
早
く
こ
の
焦
土
と
化
し
た
日
本
を
緑
に
立
ち

●

辱

《
』

‐
か
え
ら
ぜ
ん
と
の
悲
願
が
全
日
本
観
光
連
盟
提
唱
す
る
と

こ
ろ
の
緑
化
運
動
と
な
り
「
緑
の
一
週
間
』
の
展
開
に
は

国
を
挙
げ
て
の
協
力
が
見
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
幸
い
こ

一
》
錘
極
認
銅
珪
鵠
鈍
罐
準
季
罎
確
却
醸
罐
垂
垂
軸
か
峰
麺

一
の
き
ま
ご
と
に
肱
決
腫
堪
え
蔵
い
・

一
こ
の
国
民
運
動
も
真
に
実
効
を
挙
げ
て
い
く
た
め
に
は

一
国
民
が
一
人
一
人
い
か
に
し
て
木
材
の
消
費
を
実
際
に
節

一
約
さ
せ
る
道
を
考
え
さ
費
こ
れ
を
実
行
に
移
さ
せ
る
こ

一
一
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
ゞ
従
来
不
用
意
に
出
し
た
山
火
事
も

一
鵠
鮭
雛
鯉
鉾
緑
潔
噛
鵬
騨
雪
騨

一
減
か
ら
ひ
い
て
は
伐
採
斌
の
抑
制
に
協
力
す
る
等
の
面
も

｝
考
え
て
実
行
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
・
山
地
に
お
い
て
は
何
を
お
い
て
も
水
害
の
原
因
と
な
る

崩
壊
地
や
禿
赫
地
の
緑
化
に
力
を
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

そ
の
外
従
来
放
置
さ
れ
て
い
た
伐
採
跡
地
や
無
立
木
地
等

の
積
極
的
な
造
杯
の
励
行
も
促
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と

一
思
う
。

ｒ
鶏
鰈
撫
藤
鱗
鋤
鮮
識
難
瀬
棒

｛
い
・

一
の
灘
認
離
蕊
雛
螺
鱸
撰
蝿
雛
調

一
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
職
場
に
も
緑
の
憩
い
の
場
所
を
つ
く
り
家
庭
に
は
涼
し

一
州
鱸
鰭
繍
で
ぃ
花
壇
を
設
け
て
一
家
墨
の
喜

一
児
纈
課
鯛
珪
鮮
鰔
鮭
鱸
慈
劃
畿

一
に
猪
い
て
は
国
士
緑
批
の
愛
国
運
動
と
な
っ
て
現
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

年
盈
こ
の
運
動
が
感
に
な
ゑ
て
一
日
も
早
く
緑
美
し
い

｝
観
光
国
日
本
が
完
成
す
る
よ
う
衷
心
希
う
も
の
で
あ
る
。
→

（
全
日
本
観
光
連
盟
計
画
課
長
）
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日
本
の
国
土
が
た
ぐ
い
な
く
美
し
く
、
観
光
国
と
し
て

立
派
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
風
景
資
源
の
中
に
森

林
が
あ
る
た
め
だ
と
か
、
叉
は
風
景
の
潤
色
要
素
の
中
娠

森
称
が
あ
る
た
め
だ
と
い
う
こ
延
に
気
づ
い
て
い
る
渚
は

案
外
に
少
い
。

今
、
仮
に
夏
の
観
光
地
と
し
て
有
名
な
中
部
山
岳
国
立

公
園
か
ら
森
林
の
要
素
を
取
り
去
っ
て
見
る
が
よ
い
。
全

然
風
景
と
し
て
な
り
立
ち
得
な
い
こ
と
が
判
る
。

日
本
の
火
山
風
畿
を
代
表
す
る
富
士
箱
根
に
し
て
も
雲

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

随
筆

日
５
口
０
日
ｒ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
１
日
Ⅱ
６
■
一

観
光
と
森
撚

出

口
一
重

、
画
と
文
．

－

一
仙
や
、
霧
島
に
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
森
林
を
寂
り
去
っ
た
一

牢
ら
い
か
程
物
淋
し
い
姿
と
な
り
、
全
然
観
光
地
と
し
て
は
一

一
存
在
し
得
な
い
こ
と
が
ば
つ
き
り
じ
よ
う
。

一
そ
こ
で
戦
時
戦
後
を
通
じ
て
美
し
い
緑
を
喪
失
し
た
り
一

一
殿
損
し
た
観
光
地
や
観
光
都
市
に
緑
化
の
必
要
を
提
唱
し
一

《
た
と
こ
ろ
が
、
被
戦
災
都
市
で
は
さ
す
が
に
緑
の
必
要
を

一
轤
識
餓
腔
織
総
灘
瀦
漂
詳
瀧
一

な
い
の
は
ど
う
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
。

恐
ら
く
は
日
本
の
風
土
が
温
度
と
湿
度
に
恵
ま
れ
て
い
《
一

一
藤
潔
鵡
蠣
め
そ
の
恩
恵
や
価
値
が
判
ら
な
い
の

一
ラ
雲
や
韮
轤
壷
識
檗
群
峰
》
唖
洲
琴
亜
涯
鐸
碓
嘩
串
識
華
一

一
塞
準
唖
殿
罪
化
か
持
た
な
い
こ
と
は
何
と
し
て
も
情
な
い
一

一
日
本
の
森
林
は
寒
帯
か
ら
温
請
、
暖
帯
か
ら
更
に
亜
熱
一

一
帯
腱
近
い
辺
ま
で
に
亘
っ
て
各
種
の
穣
相
が
あ
る
が
地
形
一

一
か
ら
す
れ
ば
、
山
頂
、
高
原
や
平
原
で
は
植
物
景
観
も
変
一

一
り
、
河
川
、
湖
沼
、
海
浜
等
に
臨
め
ば
更
に
そ
の
景
観
は
一

一
全
然
趣
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

一
観
光
地
の
位
置
や
立
地
条
件
等
か
ら
植
物
の
景
観
も
変
一

一
っ
て
く
る
の
宮
そ
れ
ぞ
れ
景
観
の
特
徴
を
充
分
美
し
く
一

一
発
揮
丁
る
よ
う
に
緑
化
を
擢
進
す
る
こ
と
が
と
り
も
直
さ
一

．
ず
観
光
地
の
緑
化
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

一
次
に
観
光
地
の
森
林
の
駁
扱
い
に
つ
い
て
は
観
光
地
の
一

一
地
元
の
人
達
に
は
森
林
左
禁
伐
腰
す
る
の
が
何
よ
り
一
番
｜
一

一
緊
懇
螺
瀧
賎
鮮
哩
鱈
織
蕊
蕊
興

『
正
し
て
や
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

森
杯
を
よ
式
観
察
す
る
な
ら
ば
そ
こ
に
は
森
林
の
叫
ぶ
一

声
な
き
切
な
る
求
め
を
聞
き
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
一

て
そ
の
求
め
に
応
じ
た
親
切
な
施
業
が
な
さ
れ
ね
ば
な
る
‐

ま
い
。
か
く
て
始
め
て
そ
の
森
林
の
最
も
美
し
い
姿
の
発
一
一

揮
も
そ
の
保
続
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

ー

￥

庁マコ

し

わ
が
国
は
四
方
海
に
囲
ま
れ
て
、
長
く
南
北
に
延
び
た

一
連
の
島
喚
群
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
春
夏
秋
冬
を
通

じ
て
、
い
つ
も
海
上
か
ら
職
し
い
水
分
が
運
ば
れ
年
間
の

降
水
量
は
う
こ
れ
を
大
陸
地
の
降
水
量
に
比
す
れ
ば
遥
か

に
大
で
あ
る
。

そ
ぼ
ふ
る
春
雨
、
初
夏
の
梅
雨
、
盛
夏
の
饒
雨
、
初
秋

の
候
殆
ど
き
ま
っ
た
よ
う
に
襲
来
す
る
台
風
的
の
豪
雨
、

冬
季
間
の
降
雪
等
四
季
交
為
そ
の
名
を
異
に
す
る
降
水
澄

が
つ
も
り
つ
も
っ
て
年
間
二
○
○
○
ミ
リ
と
か
三
○
○
○

ミ
リ
と
か
と
い
う
莫
大
な
獄
に
上
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
で
降
水
量
の
最
も
少
い
と
い
わ
れ
る
地
方
は
北

海
道
、
就
中
そ
の
東
部
（
網
走
八
三
○
粍
、
帯
広
九
五

二
・
五
粍
、
根
室
九
迦
一
・
一
粍
〉
信
州
地
方
（
長
野
九

八
四
・
二
粍
、
掻
本
一
、
○
七
八
粍
）
及
瀬
戸
内
海
の
中

央
部
（
岡
山
一
、
○
九
三
粍
）
等
で
あ
る
が
覇
そ
の
湿
度
に

お
い
て
は
北
海
道
で
は
七
七
’
八
○
％
、
長
野
附
近
で
は

七
六
％
、
瀬
戸
内
海
で
も
七
五
％
位
を
前
後
し
た
湿
潤
度

を
示
し
て
い
る
。
ま
し
て
降
水
戯
の
多
い
所
と
な
れ
ば
、

溝
く
べ
き
趣
を
示
し
、
太
平
洋
側
の
満
温
多
湿
の
風
を
受

け
て
い
る
南
紀
の
海
岸
（
尾
総
は
四
、
一
五
四
粍
の
年
降

水
壁
と
七
七
％
の
年
平
均
の
湿
度
が
あ
ゑ
や
山
岳
地

（
大
台
ケ
原
は
四
、
八
三
五
粍
の
年
降
水
量
と
八
三
・
六

％
の
年
平
均
湿
度
を
示
し
鍾
い
る
）
更
に
薩
南
の
洋
上
の

孤
島
屋
久
島
（
三
、
五
一
三
・
八
粍
の
年
降
水
量
と
七
四

％
の
湿
度
が
あ
る
）
等
で
は
実
に
四
、
○
○
○
粍
か
ら

五
、
○
○
○
粍
に
近
い
数
字
を
見
ぜ
て
い
る
。
叉
日
本
海

側
の
冬
季
に
多
鐙
の
降
雪
を
み
る
満
田
地
方
で
は
年
間

三
、
○
七
二
粍
の
降
水
蹴
を
蝉
し
て
い
る
。
降
水
戯
や
湿

度
と
共
に
植
物
の
生
育
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
の
は
温
度

日
本
を
美
し
い
観
光
国
と
す
る
に
は
美
し
い
森
称
を
つ

く
り
そ
れ
を
美
し
く
保
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
か
ら
始
あ
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
．

ｌ
観
光
と
緑
化
Ｉ

4
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－

有林について制限林の規定が設け

られたが，公益性が認められ，公

用制限が社会的に肯定される場合

において，それが正当化される充

分な理由がある。民有林に比べて

一般に公共性の高い公有林につい

ては休菱林として風致のための公

用制限力哨定さｵ‘I得る場合が多

森糠の休養的効用の認識 ゲ

池ノ上 容

~ 一一- 二一~ 三二 画一一コ再三＝一一＝＝一審一門

（28.7.15雲）
一一一一一再一一一●炉手一安一口

森林はレクリェーシヨンの場所でもある。
い◎

一般に民有林では一林分の面穣力廻少なことと，その

取扱の無秩序なことによって，体系的涯風致計画の樹立

はぎわめて困難であり，且つそれによって望み得る効果

も低いものである。しかし，たとえば国立公園内の重要

な冒鶴の要素をなす民有林についてほ，風致的効果を最

大限に発揮さぜることが必要であり，北山ﾉIIの瀞八丁の

両岸の森林の取扱等この瑚列である§
従って民有林といえども可能な限度において，休義目

的に奉仕すべきものであるが，国有林においては，その

高い公共的厳性質からレクリエ戸シヨンの面においても

繩りな任務が与えられなければならないのである｡すな
わち国有林野行政の重要な部分として，自主的にレクリ

エーションを採りあげ，鼓極的にその開発にのりだすべ

きである。現在わが国の国立公園等に対する国有林野当

局の協力を低く評価するものではないが，そればあくま

でも消極的なレクリエーション行政への参加に留るので

あつ;と，国立公園以外にも国有林野の中に随所に見られ

る森林風景地の休養的開発な自ら計画し，実施ずべき分

野はきわめて広いのである。これは国有林のもつ公共性

から見て木材の生産，治山治水とならんで当然負担しな

ければならない義務があり，それを適切に行わな､､こと

は国民に対し怠慢のそしりをまぬがれないものである。

総合的な多面的な土地利用の型式がとられているアメ

リカの国有林では木材生態，治山治水，放牧と並んでレ

クリエーションの四つがその目的とされている。国有林

の中のある部分では美しい森林美観譜傑存し，野生動物

に適当な凄息地を与えるように管理されて国民の野外休

謎地として利用せられており，それぞれの赫分のもつ特

性立地条件に従って産業的利用とf錘的利用が並行して

行われている。

総計約7,200万臆を占める150の国有林は配置の普

遍性に鑑いて,国立蚕園にまさり，年間約3,000万人

の利用者な集めて国立公園に匹敵する休養約効用壷示し

ている。アメリカの国有林は国民一般にとって木材な産

し，治山治水につくすものというよりは，むしろキャン

プ，ピクニックあるいはハイキング，ドライウの場所で

あり，叉猟や釣を楽しむところであり，冬ともなれば林

間に豊かな雪を蓄えてスキー場となるところとして理解

森林の効用として木材の生産が第一義的にあげられる

ことは当然毬これはいわゆる「林業」の対象としての

森林である。然し森林はその特性としてきわめて重要な

社会的効用をはた､すべき役割をもつ。すなわち森林が存

在すること自体からもたらされる国土保安(治山治水）
及びレクリエーション，更Iこ進んでは生活環境の積極的

な保全が森林の文化的効用として大きく評価されなけれ

ばならない。

水源酒養,二E砂托l1鐸の保安林繼けではなく，一般に

森林が治山治水にきわめて枢要な効果をもつことについ

ては最逓噸に一般の謡識が纐蔑し,造林あるいは緑化の

鴛議灘裟慧菫纂蕊f繭競
れていろ。

然るに森林のレクリエーションの効用については，現

実にそれが国鴎く衆のｹ罷也として,既に抜くことの出

来ない重要な役割をはたしているにもかかわらず,治山

治水に較べて，必ずしも適切な取上げ方をされていない

うらみがある。

登山・ハイキング・キャンピング等の野外におけるレ

クリエーション力確固たる社会的な要求としてあらわれ

て来た現在においては，そ“所として多くの野外休養

地が物色され，開発されてきたのであるが，それらはす

べて力鯛永を伴っているといっても涯言ではない｡､地上

に鮨ける最も美しい装飾といわれる森林はこれらの野外

休謎地の景観要素として，タi形を整えるばかりでなく，

その自然的環境としての素質を保証する不可欠な要素で

もある。

従って「森林風景計画」という新しい計画技術の対象

として，森林風景地がとりあげられ，国家的な高い景観

的素質を備えて雄大な天然林の美な誇る国立公園をはじ

めとして，小さな社寺の境内林に至るまで，風致,休菱

林は多穂多様におたり，各為がそれぞれ独自の存在意義

をもつものである。

民有林についても特定の風致的休誕的価値の高い森林

は風致休養計画の対象となる。新しい森林法によって民

《
】

や

や

《
卦

イ

(筆者）厚生省国立公園部
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池ノ上：森林の休養用的効用の認識

されている。

晦年何千万という人達が，国立公園と国有林の両方

を識⑩，あるいは両者から種狩な利益を受けているので

あるが，国民の多くは両者の間の本質的な相違を理解し

'ていない。実際において，国立公園と国有林の間にはき

わめて明らかな差異がある。別々に経営せら池異なっ

た観念と目的をもって設定せられている….。」という

冒頭で書かｵ'た，内務省国立公園局と農務省森林局の共
や

同のステートメントが1948年に出され,､国民に対して

その相郵寺質をあきらかにする必要があった程である。

れは国有林のもつ社会政策的な意義から当然とられるべ

き措置であったのであり，戦争なかりせぱ健全な輝しい

発展力混られたことであろうと思われる。戦後における
国有林経営の転換は，混乱した経済事情の波の中に，経

営経濱的な面の偏重力魂られないではない。もちろん合

理的な林業経営に基く効率的な生産の増強童なすことは

あくまでも追求されなければならないが，更に併行的な

効用としての国土保全において国有林の持つ決定的な役

割やそれと同等の程度において，レクリエ〒シヨン施策

への積極的な意図力鋤るべきである。現在の国有林一般
戸

要するにアメリカでは

「レクリエーションは森

林の生産物である」とい

う認識のもとに，森林局

内に休義計画に関する専

門の部局が設けられて，

キャンプ場，ピクニック

場,歩車道等の施設の積

錨勺な整備に専門の技術

者が当っている。

英国においても国立公

園委員会が所管する「国

立公園」とは別に林業委灘
の動向はこの点において

いささ力梢綴軸に過ぎる．

と思われる。

国有林野は「国土の保

安その他公益を網寺し，

国民の花誕域筐を図るこ

とを旨とし」（国有林野

蒲鼈蕊鐡壜第1条)で緯言

されるべきもので，ここ

にﾙ､う電「その他公益lの

中には繰り返し述べた通

り，当然にF国民の休菱

的利用」が含まれている

一

阿寒国立公圃パンケトー附近の原始林
員会が「国立森林公園」 と解しなければならない

(NationalForestPark)を設錘して"森林の休養的利 のである。従ってこれに対して国有林野経営上考慮しな

用に力を注いでおり，イタリー， フィンランド， イン ければならない事項として，一般調査において『国立公

ド，プィリピン等のように森林行政左担当する部局に垢 園その他国民厚生施設に関すること」（同規程第52条）

いて，国立公園を担当している国さえ見られる。更にオ を朗らかにし，経営案の内容として，レクリエーション

ランダでは森林省に風景局を設けて，広汎な景観行政の に関する事項力鍛り込まれること力毒えられるが，更に

分野において森林計画を担当している。 具体的な灌瀧頭勺な規定が示されていないのはきわめて物

わが国においても国有林主管に関連して， その風f& 足りない。風敦休燕計画を経営案に適切に織り込むこと

的,休養的効用については早くから具眼の森林技術者の によってはじめて国有林の拝っ休養的騨自を高度に発揮

賢明な認識のもとに適切な耐溌，労作が試みられてお し，国民の福祉に黄することが可能である。
り，貴重な労作が残されている。 規定りこ具体的にとられている措置は，国立公園区域や

昭和の初期において大阪営林局で行った，一連の風致 風景地の経営案の内容が示している通り，その風景の保

林計画は，歴史的な風景地の森林景観を保全して行くた 謹のため森林景観の保全について適切な理解が示されて

あの林業技術的な試みとして深く銘記さ海るべきもめで おり，施設の整備,利用の促進についても協力的ではあ

ある。すなわち古来の名勝である京都の東山，嵐山，広 るが，更に積極的な自主'約な施策茜窪まれるのである。

飴の宮島の菌有林において試みらｵした風鋤勺施業は,わ 広大な国有林においては,国立公園等以外の地域におい
が国にf齢ける資重な先駆的業臓として4鐸すべきもので ても国民のレクリエーションのために休蕊計画を持つべ

ある。 き地域が多く含まれそいる。これに対して国有林当局が

更に同時新しく隆興して来た野外レクリエーションに レクリーーシヨンが国有林の重要な目的の一つであると
対する措置として日本アルプスを始逸現在国立公園に指 いう政策を確立して，自らの養任においてはたすべき体

定されてい患地域ゐ保謹林，あるいは八幡平,蔵玉山， 制を調えて積極的に参加するこ迄が,残された大きな課
妙高戸隠等に試みられた風致計画は施業計画の中にもお 題である。

りこまれてかなり積極的な励きが見られたのである。こ 更に保護林制度によって確立されている国有林の自然

む
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池ノ上：森林の休養用的効用の認識
。 ｰ

保溌における役割もきわめて重要なものであり，ともす 積の原始林や阿寒の雄阿寒岳一帯の原始林の壮美は圧倒

れば天然資源の掠奪的利用に向う趨勢の中で，休蕊計画 的で，はかり知散,ない熱､感銘を与えるものである。こ

と関連して，この保護政策が固く護られることは世界的 れらの森林については，かなりまとまった面積にわたっ

た強いきざしの表牙つれている自然保護の運動にも大きく て絶対に人為的な植栽による改変を加えないことが必要

寄与するものである。 にして充分な手段である。自然の俸犬な営みはその風土
#

次に森林の風致休養計画に関連して起って来る林業技 に応じた森林を護り育てて行く。もちろんこの種の森林

術的な問題として風致的施業の問題にふれて見たL､。森 詮大面溌に保存することは国家経済的に許されない。従

林と風致の問題は林業的視野の中でに非緒に複雑な条件 って地理的に代表的な原始林を特に選んで国立公園法，

左もって， きわめて困難な問題を含んでいると恩われ 保護林制度による適切な保護対策をとることが，既に残

る｡それ底主観的,観念的,抽象的には一応の理論力報 さ”こ原始林の稀少な日本の現況から緊急を要する問題
立て得られるかに見えても客観的,現実的，具脚軸には で，これは叉自然保護の面からも強く要望されるところ

解決され得ない面が多い。風致隊,休養林に限らずとも である。

美1->い森休をもつIご達したことはないので,その問題は 2．経済林の風致施業
今後総合的材貸誹聯『の分野において実験的に究明されな ‐ 天然更新による沢伐林の赫型は巧みに禄つれれば素人

ければならない未解決の課題である。~ブ劇‘ン・ザリツシ 目には天然林と判然と区別され得ない森林美を保ち得
ユの森林美学に先鞭をつけられた森林の美の問題はその る。国立公園内の風致的に重要な地域の森林について｝
後幾多の蕊究，労作の網をくぐり乍らいまだに「思想」 極力択伐作業が要求されているのもこのためである。更
の域に止っているようである。

に一般的に風致林,側誕休を考える場合，人工林といえ

この問題に関する現在の私の見解は次のように分説さ どもその対象になる場合が多や､。いずれにしても､こｵ,ら
れる。 ‐、経済榊§集約な施業が行われて.健全な森林の牡観を

1． 原始林の保護 保っている場合は常に美しく，鑑徴の対象となるという

原始林は，それ自身の姿において何等かの固有美をも ことが出来る。然しこの問題の解決は森林景観に関する

っている。それは林業桟術的に普通にいわれるいわゆる 体系的な研究から出発して，美的施業の林業技術上の条

｢美林｣の範鋳には入らない場合力参くあるとしても， 伴の解明等模本的に究明されなければならな』偽幾多の問
森林の自然の推移によって作りあげられた独自の風絡を 題が残されている。林業撲術を担当される諸賢がこの間

もっている。大雪山の石狩や十勝の上流部に鑛ける大面 題に深い関心を払われることを切望する。

‘………･……図書紹介＝一一…．．………………･………………,．…,""…"…,"｡."",……………”

林業叢書V 林業雑考四手井綱英著

秋田営林局蒼称編集部発行織田市東根小屋町)。B6判･156頁･180R
i 畏友四手井君が,つれづれの蓑童に2ヶ年にわた らしい識書を刊行された蒼林編集部に敬意と感謝：

iって書かれた随筆集が,耐築維割として出版さ の念を表したい。 ‘ i
iれた｡著者は，はしがきに専門以外の問題にまで， 内容の一部:－ ＃

| 田舎のヤブ医者が何でもやるｴうに,ただカムシヤ 根頭がんしゆ病はﾎﾙﾓﾝ過多症;発生と生長; i;
i ラに素人談議をぶつ放したと述べていぉが，どうし 春植と秋植;農業的林業と林業的林業;間伐技術；！
i てどうしで,経営,病虫害,造林(生態更新生 （倉田益二” ；林業のあり方。

#理)，防災･…と林業各般に，独特のするどい勘か ‐ × × ；

I ら生れた思想勃詮頁にみなぎっていて，ありふれた 篝昔が林業試験場釜淵分場に勤溺ﾙているころ， ；
i教科書以上に，新1'い知見を判り易く与えてくれる。 蒼林へ認;した随筆26篇をとり寮とめたものｾあ：
iいうなれば,林業獅怖に関する，物の見方,考え方 る。主として造赫施業に関する専門事項をいろいろ：

｜ のあり方を示す，朧哩の森林家必掬で,全鼬 の角度から批判したもので,啓発されるところがす；
！若い人にも，長年実務にたづさわっておられる，あ くなくない。ただ択伐と皆伐との比較で,著者は択：
： らゆる露縁者，指導者にも是非どうぞとおすすめせ 伐童亥狩しているが,秋田のｽギﾎｨ以外●で実行され：
1ずにはいられない好聲である。 ている択伐を見ると違う意見になると思う。
i なお私は著者に対すると同じく，このようなすぱ （中村豊太郎） ：

《
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謬透した水が下層に透過するのは土の透水係数によっ

て制約される。透水係数をk，溌透強度詮中（これは前

報で述べたように謬透能ではなく謬透示標である）とす

ると，●<kの間は鯵透した水ほ全部自由に透下して恒

常地下水面に達する。然るに土層中に特に透水係数の小

な層があり，その透水係数をIEmとすれば廟全体の透過

はこのkmによって規制され，中≦kmの場合にのみ惨

透水が自由に透過する。もし●>kmとなると水はkm

層の上に溌留し，これが相当長くつづくか，又は水の量

が多ければ，ここに一時的滞水層ができることになる。

前報に述べたように中は降雨強度に比例的に変るもので

あるから, ｡=kmの中に対する降雨強度以上の雨では

こういう事態が生ずることになる。

土の透水係数は一殻に孔隙率に関係するとみてよかろ
▼

5。A層は草木の根や腐植などのために孔隙率が大であ

るがB層は一般に孔隙率が小で透水係数も小であると

みてよかろう。もっとも山地では土の生成経過によって
、

ほそうでない場合もあるかも知れない。叉c層は基岩の

風化破砕されたものでいまだ土壊生成の域に達しないも

のとすれば,これも透水性が良好であろう。従ろて一般・
的には謬透水の透過はB層の性質によって制約されると

考えてよいかと思う。そこで問題は森林の存在はかよう

な士の層位生成に対していかなる関係をもつかというこ

とになる。もし森林の存在によってB層の水透過性が良

くなるような関係があれば，森休のために山の贋湖〈能が・

大となり，治氷騨冒力鐺大することになる。これらのこ

とは土壌雲鋼家の方で調べられてい湯かどうかは，不勉

鼓な私はまだ知らない。

林木の根綱の発達している層内では透水係数ｶ錠であ

りAo層はこれを保護する役目をす輪。また直根が長く

伸びてB層を貫くようであれば，たとえB層そのものは

透水性が悪くとも，樹根に添いまたはそのI爵汚した穴を

伝わって容易に水釣ﾐB層を透過することができよう。そ

こで考えられることは山の大部分が人工榧浅休になると
壷

自然伐期がほぼ一定される。同一樹種を一定期間生育せ

しめるということを長年繰り返えせぱ自然層位が定着し

て，透水性不良の層はまずま､す不良となるのではないか

と思う｡そこで農業における諭作のように伐期毎'こ樹種
を変え，初めに浅擬性の樹種であったら，次には深揖生

のものに代えるというような考慮が必要ではないかと思

われる。叉非常な老令木は根の腐朽によって暴風などで

倒れ，それが崩壊の因となっている場合もあるが，こう

いう老令木の根が長く伸びたものが全く無くなり，樹根

層がほぼ一定深さに止雀るようになることは上述の水の

透過の上からは好しくない。こういう点から原生林と人

工造林地との治水機能の上の差異も考究すべき一課題で

は丘いかと思う。 ．（3/正）
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森林の治水機能隈黒について

~

✩

平田徳太郎
■宙ー一一一一 ｡一ー勺一一一一一一両 Bq届一一一一一用

さきに拙稿「森林と謬透」（本誌8月号）においてこ

の問題について一寸触れておいたが,いい足りない点が

あったから，もう少しこの問題について考えてみたい。

さきに述べた要領は地面で彦透した水が透水の悪b､層で

は透過しきれないで，そこに一時的の滞水層ができ，こ

れは一般の地下水と同穣その土の条件に応じて到達し5

べき最大地~嗽k位となると，彦透はその地下水位を維持
するだけに制限され，それ以上は地表流Tとなり，また

この最大地下水位による地下流出と孫せた全流出強度は

ほぼ降雨強度と等しくなるエうになる。こうい弓状態に

なったときは森林の有無によって流出強度は影響されな

くなるから，これが森林の流出作用調節の限界と見るべ

きだというのである。こういう状態は実は山自体の雨水

吸収が限界に達したことを意味ずるの歪，その状態では

森林が効用を失う匙いぅ"ことになると思うが〃ここでこ

ういう状態になることが森林の有無と関係が無いかどぅ

かの吟味を要する。このことについて考えてみたい。

山で恒常的の地下水の購えられている層は相当深いと

ころにあるらしい。或花崗岩地帯の山では第一の滞水層

は地下25米内外のところにあり，第二の滞水層は60

米位らしいという実測例がある。もちろんこれは基岩の

種類によって異なるであろうが，ともかく10米とか20

米とかの深さにあるらしい。もし表面で鯵透した水がこ
／

の深さまで自由に適凪しうるならば山の貯水能力は非購

に大きいはずで通る。仮に10米としてもその平均孔隙

率を40％とすれば4000mmの水をそのうちに貯えうる

訳であり，すでにそのうち20％位の水があったとして

もなお80％の3000mm以上が入りうるわけである。

もしこんな量が山に吸収されうるならばどんな雨でも急

な出水が起らず，水害は起らないはずである。実際には

100mm位の雨でかなりの出水があり，一気に3～400

.1nnlとなると必ず大水害となる。雨に伴う増水率も普通

の雨では4～50％位に止まるが〃大水害を龍こすよう

な場合にはこれが7～80％にもなることからみても，

初めに記したような山の貯水能力に限度があって，その

以後は降雨強度と疏出限度力等しくなり,つまり降った
雨がそのまま直ちに出水となるためと思われる。

､ 、
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(鑛者）林業試験場・理博
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シベリヤアカマツ(P"issyI"s"is,"''6sあ〃影αK""Row'.)はモウコアカ

マツともいい，満洲地区においては主として大興安繍上部と，大興安嶺の西側蒙古
草原に生育す-る。大興安嶺では北部の黒竜江沿岸地帯に分布し，ダフリヤカラマツ
と混生す-る。蒙古草原では群落として所々に点在する。このシベリヤアカマツは欧
洲アカマツ系のものとされ，欧洲からコーカサスを経て東に延びている。典安嶺附
近は相当大きい群落のある東の端雷あるが,分布の東の先端は浦塩の北方中ソ嵐境
の興凱湖附近にまで至っている。昔は蒙古草原にも相当犬面積にわたって分布して
いたようであるが，現在は散生状のもの力新兵に残ってい､るに過ぎない。もっとも
大きじ､群落として残っているのは，ノモンハンの夷大興安嶺の西側山麓ホインゴ
ール平原にある約5万町歩の森林である。あまり密林ではないが，荒漠たる草原
一半砂漠地ともいうべき荒原一一に広大なマツの純林の存在は真に俸観である。
松川恭佐氏は満洲地区に気候，土壌，植生の異なる地方を選び多数の実験林を設定
された。ホロンバイル実験様は，シペリヤアカマツを対照とし趣俊一の実験林で，
ここではシベリヤアカマツの天錘新の耐焼錘められてﾙ､た。叉シペリヤアカマ

ツは癖地帯の造林職種としても考えられたので，その育苗試験も行われたが，気
候劾塒に毒に寒冷なので育苗はきわめて困難であったb
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山崎蕪氏はハイラル（海拉爾）営林署管内五間房苗圃の主圧又ホインゴール実
験称主任として勤務され，そしてこのシペリヤアカマツの育苗試験と実験林の仕事
に約3年間,文字通りの僻遠の地で1人竃熱心に坂組まれた。同氏は育苗を成功す．｛
るには天撫錨の自然の姿をみきわめなければならないとして天然生稚苗のある所
の立地的環境のこ童かい条件や,.母樹と稚苗の性質などをまず観察して，育苗の要
訣を見出すことに善心しこれを基にして育苗試験を行った。第1回の試験億終り， i
その結果賑纏め中に応召され，続いて終戦となってシベリヤに抑留の身となった。 l
抑留中も同氏の熱心さは育苗試験のことば夢にも瀞もえず,彼の地では記録％ほと ’
んど決っていたので，記憶によって暇細めてみようとして書きものをしている所を｜

みつけられ，何かの疑をかけられて記録は一切取上げられた。抑留4年,帰爾しだ ｜
もこの試験駁纏めのことは常に脳裡窪去らなかったが,現在の職務が全く赫錐と進 i
っているので，余暇とてもなく過していたところ，た霞たま病気のた過病床に数ケ 1
月を過す~ことになった。ツ司末にありながらこの機会にと思い，一片の託録もなく全 ＄
くの記憶を辿って育苗試験結果の概要をまとめられた。

私が海猫当時,林野試験に携わっていた関係もあって,突然私の手許にその報告 i
書が寄せられてきた｡壁して私は前記のような事傭を知って,今更ながら同氏の熱1
心さと髭任感の強いのにそぞろ胸を打たれた｡研究者は自分の研究を一貫して通し り
たいとは誰も希5ところであろう。しかし実際は,職務や生活環境に支配さｵﾋてな ；
かなか思うようにはゆかないのである。これを貫く精神と努力こそ,澗究者として i
の最も侭いところでなければならない。

この報告は記憶のみによることとで，蕊要な所であるいは抜けている所もあろう｜
が，10年余以前のことを細かくよく覚えていたものと思う。それで，この報告は i
同志の方,々の多少の樹惨覚考にもなるであろうし，叉一つには同氏の真謹な学究的熱 I
意腱酬ゆるため,･本誌に公表を齢願いした次第である。 （玉手三乗寿）
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1まえがき ハイラルよりハ戸ンアルシヤンまでの間約280粁の間点

・昭和ユ5年小生が日本より満洲ハイラル営林署へ着任 点として連続しており，特にホインゴール附近は粗林な
した折，このシペリャァヵマッの育苗力琲常に困難であ がらもシペリヤアカマツの純林で約5万隔の広きにおよ

ることを当時のハイラル営林署玉間房苗圃担当主任よ， んでいる｡

種鈴と話されたの･であるが，そのときの育苗方法ほ従来 2）利用（ホロンパイル地方における）

通りの方法で行っているとの事であった。すなわち気象 一部の蒙古人による枯損木搬出が行われており，これ
や生理学的な調査及びその他ゐ最も重要な要素である生 によってハイラル市の家具商人は家具を造り市民の需要
態的な調査を欠き，叉栽培環境による微細な変化等を無 を猫しており’又市民の燃料として矛堀されている。蒙
視して育苗が行われたのである。それで自分はこｵ曙を 古部落においては羊の柵として必要欠く可からざるもの
調査すると同時に育苗試験を下記の通りに行って見たの で，彼等はこの柵を造るためには枯損木よりも他の立木

である。 を利用するのである｡すなわち枯れていない素性のよい
功ホロンパイル地方におけるシベリヤアカマツの分布 ものを倒し劉版として利用する。叉一部露人においては

シペリヤアカマツのホロンバイル地方における分布は 約50糎シ1米位の長さに短かく切り，これを害雌とし

－14－ 一



山崎； シペリヤアカマツ育苗に関する一考察

て屋根を葺くのに用いている。

3）示ロンバイルにおけるシベリヤアカマツの滋失せ

る理由

蒙古人の古老の話によると，昔ヂンギスカンの時代に

おいては木が多く羊も多く飼われており，そして野火を

出したものには死刑をもつてこｵ漁処した｡叉,風が非
常に強く旋風などの起るときは，羊は林内に入って難を

免れた。林が少なくなったのは野火と露人が入って来て免れた。林が少なくなった

試験は全く不成功に終ったのであったが，自分はそのあ

とを引受たので前者の識を踏まぬようにと考え,それが

ためには先ず幼苗の特性左知る必要を感じ，ホインゴー

ルのアカマツ林の生育状態の調査を行った。

2稚苗の生育環境の観察

ホインゴールの謹松の稚苗生育状態（略図参照）

ハイラルより南方145粁（東経n8｡24121"， オ職

48.54'24"，海抜745mの場所に実験林事翻了がある。

ダ

切倒し焼いたからで，叉風

溌多くなったからだといっ

ている。殊に近年は野火が

非常に多く叉乱伐等により

今は全く見る影もなく山野

は荒ｵ'験野としてもその価

値は低下の一途謹辿ってい

る。称野局においてはシベ

リヤアカマツ林の造成を行

うべく昭和14年ハイラル

営林霧五間房苗圃において

シペリヤアカマツの育苗試

験を始めた。叉ホインゴー

ルには実験林を設けて更新

並びにその他の試験を開始

ざした。

4）昭和14年より16年

までの育苗法

昭和哩年>､イラル営林

署五間房苗圃の一隅に20平

方米の育苗堂行ったが全

滅，翌15年及び16年

毎200平方米"育苗詮行った

が翌春までに約8割以上の

枯死を見た。以上の育苗状

況を視るに10糎下床の一

床10平方米となして育苗

を行い，その結果前記の結

果を得たのである。枯死を

夕翻もた苗を視ると，床の内

でも少し高いと見られる所

にのみ残っている。潅水は

誘導並びに撒水によった。

叉施肥は硫安左水に溶解し

て頭上より撒布し，日覆そ

の他は普通の育苗と同穣で

あった｡．この襟に2ケ年の

N

｛

一

舌

で
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ここを中心として約5到眉（内実験林として3万5千

|勵のシベリヤアカマツの純林があるが，この林の分布

状態を観るとﾝ､イラルよりハ戸ンアルシヤ.ンまでの夏街

道,すなわち国道の東側によく発生しているが,事務所

より河を渡り南に入ると両側(国道の)にもよくこの林が

出来てい･る。叉事務所より西南方80粁フフノール附近

に行くとアルカリ性が強く全然アカマツ林が難く，中に

は1本位の孤立木野火に会い地際附近は徳利形になっ

ている。叉ホインゴール附近の林も国道の西側は野火に

度為冒されて徳利形のものが多く，実験林事務所より西

北の側の林は全部野火により徳利形になつだいる。（調

査本数は56本，但し事務所より北方6粁，西方2粁の

間‘すなわち’2平方粁内）野火の少ない側すな卦つち国
道の東側は稚樹の発生も従って多く，この発生状態を視

ると，母樹を中心として約10米位の直径葱描き南側に

多く鋤には極く少ない。（母樹の下には厚く、母樹よ

り遠ざかるに従って粗になる）な詣母樹より遠く離れて

いる丘陵（母樹より約50～100m伽に発生している

稚樹を視ると，丘陵の南面に多く叉その丘陵の中腹より

上部に多く発生し下腹部並びに平地には非常に少ない。

叉丘陵も風当りの強いところには全然発生を見ない。叉

平地に発生している様な場所を視ると，その附近には必

ず1ケ所あるいば2ケ所の大きな窪地がある。なお稚苗

のよく揃っているところは雑草に覆わｵI土壌温度の変化

が少ない様な場所の如く見受けられる。

ホロンパイル特に南屯並びにホインゴールの土壌植生

と家畜との関係

海拉爾南屯を経て玉間房部落よりホインゴール部落ま

次に植生を見ると発生の多い場所でユ平方米当14．5

種，少ないところで2，3種の草種を見る事が出鶏又

本数は30～35本より4～5本位を数え得る程度であ

る。発生している主なものはシパムギモドキ，タウガリ

ャス，モウコイワタデ，ノニラ，スズメノガヤ，′､マシ

ォン，モウコハバキ半アモウコマツナ，タイリクシォマ

ツバ，モウコネヂアヤメ，モウコトウゴウサウ，モウコ

ノケシ，ヤマ,､マナス，モウコャマヤナギ，セツカャマ

ネギ，ヒメリンドウ，ヤマアワ，ノピエ，タカトウダイ

（タカトウ亥イは特にセイリンサガン湖の南南西約1粁

の場所に特に密生している）等力現受けられる。これに

より家畜の生育状態を視るとホインゴール部落を中心と

し，南方セイリン茨ガン湖及び西方約140粁ガンヂユル、

皮と，東方約40粁のブンフルヂ,〒等戎び北方約50粁

オランハルガナ附近等を比較して視ると鹸度の強い場所

である。ガンヂユル庚近くに行くに従し､，羊その他の家

畜の肉質その他が良好になり，ブンフルヂー，サガン湖

方面然これに次ぎ；オランハルカナ附近は一番悪く，な

お海拉爾附近は最も悪くなっている。すなわち繊度の少

ない地域に行くに従い家畜の肉賀及び羊毛の質が悪くな

る。これに依って見るにアルカリの含有量の多い草遼食

する羊及び牛馬は肥満してﾖぢり，その量が少なければ反

対の現象を見る事になる。故にこの穣な地帯は（もちろ

ん牧畜地帯なる露故に）家畜の肥溶と植物のアルカリ含

量とに相関関係があり,．又吾盈として最も必要な育苗上

の参考になり得るものであると思われる。

以上の点を参考として考察するに

1）土壊はアルカリ性でない事すなわち中性か叉は

アルカリ性eあっても弱アルカリ性なること

《
二

b

ではホイン河と伊敏河の沖積土で，土壌はアルカリ性の アルカリ性eあっても弱アルカリ性なること

弦い砂土（ソロンチヤツク）である。すなわち玉間房南 2）常に排水が良好なること

屯附近は伊敏河の出水時期癬雪時）の汎濫により微生 3）風当り少なく士壊温鹿に激変のないこと

物その他の集蹟にてホインゴール附近より肥沃であるが 4）稚苗が5ヘイ6本一団となり,,他の植物に囲まれて・
わずかな凹地にても降雨後乾燥ﾘｰると真白にNa2CO3が 餓謹されている所は非常に生育が良好なことが見られる

出来る。なお又ホインゴールより‘西方約100粁の地点に ので，発芽と同時に飛砂その他を何等かの方法を以て保
は鰔湖の亥プスノ戸ルがあり，叉この近くは天然ソーダ 護する必要があること

が採れ蟻古人はこれを必ずお茶に入れて呑む)，これが 5）太陽の直射光線を調節しなければなら麺こと

解雪時の出水にてホイン河侭政河等に鋪し入るものと 稚苗秒弛の掘沈により儲痩されて太陽の直射光鵜が綴

考えられる。.伊敏河は完全にハイラル河に流れ入るもホ 節され日焼？を防いでいるものと思ｵつれる。

イン河は砂漠地方特有の尻無し河であり，これが出水時 この様なことを基準として育苗を行5のであるが,先

期にのみ侭嗣に連絡弓~るのである。この様にﾎインゴ に採種その他に関して識羨な行う必要があると思考し母
一ル附近五間房附近は完全にアルカリ地帯であり（もち 樹試験を行った。その理由は

ろん乾燥地帯でもある故に）これがｵ鋤に有害作用を藷 （イ）いかに礎秀なる栽培技術をもって育苗を行っても

エぽすのはすなわちNa2COs,NBC1,Na2SO4等であつ 育種を離れては育苗の成果力澤らない。 ・

て土壌溶液中における溌度力稿いためである。叉アルカ （ロ）同一条件のもとに栽培せる場合においても何等か

り塩類により根が腐蝕作用を受けて枯死に至るものも有 の相違が出来得るものと思われる。すなわち微蹴要素試

り得るものと考幻らるるのである。 験を行い各煮相違を見出し優良な樹木の苗のみを残し，

－16－
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もって育苗経費ひいては収種時までの経費をも考察する

の要あるものと考えられる。 、

3試験の要領
1）母樹試験

イ）鐵陰区調生のよいシベリヤアカマツ特有の形
体を具備巷るもの

ロ）荒れ木区

ハ）撚木区ホインゴール実験林内には特にこの撚

木が多く稚樹（'0年生） にてよくこれを見出す
事が出来,叉この母樹の下のものは殆んど力撚木

である故に,稚苗の時代にこれを発見する必要が

あると同時漣これの遺伝性を見出す』唾溌あ,るも

のと認められる。

二）樹皮撰形区その他杉庸区

これも遺伝するものと認められた。よってここ

に採り入れた。

2）毬果試験

イ）標準区毬果の色彩が緑色にして普通の毬果の

もの

ロ）紫色区毬果力糖紫赤色になっているもの，こ

れ＃錆害により毬果が変色する亀の壱はないかと

の思料のもとに行ったものである。すなわち授精

と同時に罹病して外部には色彩として出現するの

であるか蔀､を認めんがためである。

3）育苗試験

必要なる理由は

イ）函瞬のハイラル，ホインゴール附近においては

植物の生育が大体8月5日をもって偉上するので，

この日までに最も経済的に効を奏さぜる必要があ

り，な3ざ前任者の熱心な育苗にも拘わらうg枯損率が

きわめて多いのでこれが原因探究をなしもってシペ

リヤアカマツに適する育苗方法を見出すにある。

（1）床試験

（イ）平床区を標準とす。

上床高さ5漣10糎，15糎，20糎，30糎

（ロ）播種堀試験 ．

5月1日区，同5日区，同10日区，同15日区，

同20日区

（ハ）耐乾試験

播種時郷にのみ灌水をなしその後放置す。
(=)MIE試験

(i)標準区硫安と過石を混渚しこ郡に砂を混じ

て苗の捷危を琴熊にて霧起した漆そのところに施
す。

(ii)撤布区硫安を水に溶かL着の頭上より撒布し

後水にて洗い流す。

（ホ）薬剤撒布回数試験（ニコチン加用ボルドウ液）
･(a)播種腰当り薬液（ボルドウ液）に浸し水洗いを

して播種し，その後毎月1回，2回とその回数に

より4回区まで設置した。 ．

.(b)播禰前に薬液に浸さざる区，これも4回区まで

と1-ﾉ前者を(a)の何回区，後者浄(b)の何回

区とした。

②育苗法（昭和17年度以陶

小生茜躯当者となって栽培方法詮改めて前記試験区共

に下記の方法により施行した。

i)地鏥前年に北獺諺プ戸ウにて謝艤して置き，
鰯鍬出水直前より"ハロ－にてよく砕土をした。

鋤瞬存床の大きさは巾1米,長さ10米の10糎

上床とした。但し篇験区を除く。踏切は50糎水
溝は1.5米（両側50糎宛中央の水溝50糎）

麺）肥料平方米当りN20g,P10g宛とし3回に分

施した｡鐵低は瀞の折に,鐵巴は第1回を6月15

日までに第2回を7月10日までに終る穣にした。

iv)余措zk選をなし爽雑物を除き偽鋳を施すb 1,
2（若干）肩張が出来る時まで行う｡．

v)播麓試験区を除き5月10日より5月20日まで，

叉播種鎧は平方米当り159宛として撫番とした。
撫蹴に嗣爾に充分潅水して溺蕊し,播種後所々に
1本づしつ鍵をぼき充分腫乾燥せる細砂を喪の厚さに

鎮圧じ細き如露にて充分潅水し覆草して繩にておさ

え飛散を防ぐ。

vi)手入

（イの1）間引発芽後2糎四方に1本位の見当にきて

間引く。この際一目見て丈夫報なもの且つ子葉が

赤紫色になっていないもの（特に漉厚な色彩を繕
びていないもの）奇形のもの等を充分に注意区別

して間引く様にした鱈生した部分は鋏にて罰り

間引く)。

（イの2）日覆高さ30極の平らな儲且を作って葺

簾をかけ日照と床面の温度により開閉した。原則

として夜間は取除く。

（ロ）覆草除去発芽し姶めたならば少しづつ取陰き

数回にして終る。

（ハ）潅水側面潅水を原則として行う標にする。し

かし遮水状況により床面撒水をする。

（二）除草1週間に1回行うが濯水の都度雑草発見
次第除去した。

（水）追肥試験区を除き硫安と過石を混瀞し，これ

に乾燥せる細砂を混ぜ苗間をおずか爬掻起して前

記の肥料を施し覆土す。

追肥鰭1回は6月10日頃とす。第2回は7月
・ 10日までに施し終る猿にする。すなわち8月5日

までの生育期間中に充分に肥料が利用しつくされ

る探に意を用いた。

（へ）病虫害駆除試験区を除き月3回硫酸ニコチン

加用石灰諾ルドウ液50立式を床面のみならず圃

場全面に撒布す｡夜盗虫は捕殺を行う蕨にする通

前年及び前兵年の状況より視て補殺にて充分防止

出来得る嫌に見受けられたるによりこれを行う。

■､
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（'1､）越冬区8月5日以降は床並びに通路その他の

除草と害虫捕殺を行う。雑草はこれを所盈に一纏

めにして置き，これに害虫を誘引し焼却した。こ

れは稲当に効があった。9月中下旬から防寒作業

を行うが覆草を行う前に嗣菌をよく調べ虫鎮がい
まだに田没する場合はこれの出没の止むまで覆草

せず。虫類の移動出没が惇止して後防寒を行う。

覆草は繩にて飛散を防止する。

（チ）防寒覆草除去その他解雪始め4月上旬頃より

苗床の所々に残っている雪を早く溶解させんがた

めに細士を雪の表面に撒布す-．雪勧詫全に溶けた

ならば覆草を除去すると同時に冬期間風にて所々

に塵荊摺っているのを除去し清掃をする機にす
る。

（リ）越冬後の病虫害駆除 ′
前記の作業終了直後硫酸ニコチンカ幅ボルドウ液

50立式を圃場全部に撒布した。

、 以上栽培の要点を記した。この橇にして育苗を行った
結果秋までに約2％翌春までに5％までの枯織喰
止めることが出来たのである。

4試験の結果 、．
1）母樹試験

各区共まだ何等謹化勧現出されザ,毬果試験において

は標準区は紫色区よりも子葉本葉共に色彩力署草色にし

て且つ積損が少ない。

2）育芽講験

イ)床試験平床区な穏錐として上床5極， ユ0漣
15糎，20糎，30糎として行つ定結果，30糎区最も悪

く20糎区，標準区の順にして5糎，10糎区は大差な

く最も良く15糎区はこれに次ぐ．。 ′
画）播種蝿試験10糎上床とし標準を5月15日区と

して5月1日，5日，ユ0日，20日区と区を設けた。結果

ば播種潮の早いもの程よく見受けられたが1日区，5日

厩’10日区は両三者共に同様の如く見られ，20日区は非

常に悪い。出来得るなら10日までに播種を終了する猿
にすることが肝要である。この地方においてはドロノキ

の挿木苗を養成する関係上15～20日に播寵する操にな

るのでこの播霞期を早める必要がある。すなわちこの地

帯では生育期間嘘かく，遅れて蒔いたのでは苗の越冬

準備が出来ないのである。しかし大苗叉は成木等では夏

期の日照時間が永い関係上成長量においては内地のそれ

と変らないのである。なお6月10日までに本紫が完全

に出揃わなければならぬことと考えられる。何となれば

強烈な日照と急昇する温度と且つこれに伴う乾燥が激し

く乾枯死する認'ﾉが多いのである。

ハ）耐乾試験10種上床とし普通の試験区及びその他

と同嫌に日覆を行い，ただ潅水をせず自然状態としてお

いたものである。これは全滅した．

二）”E試験10糎上床とし標準区と撒布瞳との対

照を行った。この結果撒布区は充分に水洗いを行ったが

標準区よりも枯死が多い。

ホ）薬剤撒布試験10糎上床とし月撒布回数の(a)
の1回区(a)の2回区(a)の3回区(a)の4回区

と比較して見るに1回区よりも2回区の方がよく3回，

4回区は同じ様に見受けられた。 (b)の1回区(b)

の2回IX(b)の3回区(b)の4回区も同穰に比較し
て見るとこれば各区共良好で，2回位の撒布にて充分の
如く見受けられた。

3）補記毬果の開鍔並びに採種方法

毬果の開鍔に当り従来は毬果をオンドルの上に薄くな

らべて開鋳を行ったのであるが，この様にして開鋳を行

うと相当毬果が熱せられなければ完全に鱗片力報かず，

且つ加熱のために種子の発芽率が下る恐れがあるため

に,小生は,力･ンドﾙの上に薄く毬果をならべ砦干温た
まった時に霧を噴霧器にてかけ，この水分の急激な膨脹

力により急速に開詩させ採霞をなすのである。これによ
ると瞬片が完全に開き従来の方法より採種量も多く，且
つ発芽率もよく叉この方法はオンドルのみでなくペーチ

カによる開鍔採種にも良好なる結果を得た。

5あとがき

以上ハイラル営林署五間房苗圃在勤当時腫シベリヤア

カマツの育苗を行った時に，いかにすれば前任者の行っ

た失敗の轍を踏まずに行うことが出来得るか,.との考え

のもとに行った育苗方法をここに記したのであるが，何

分昭和18年の時に記録したもの左承インゴール実験林

事務所在勤の時に一応整理し，叉熊岳城農事試験場勤務

の際これ詮補稿しつつあったとき応召し;次いでシペリ

ヤ行きとなって該地に鐙いては備忘録として記したの詮

取り上げられたのである。さて帰国後一応記しては見た

が，成績その他の点（数字）は忘れたのでここに記入す

ることは出来ず,ただこの橡にして育苗し成績がよかっ

たということのみを記したのである。な鍔前記の母樹試

験は単にシペリヤアカマツのみ遥はなくすべての樹木に

適用さるるのである。現在行つれているである”澗木
育種(あるいは林木育種)としてば単に交配育成するのみ

でなく，現在の母樹を厳選し，もって優良樹木を仕立て
る必要がある。シペリヤアカマツの撚木；スギハダ等は

必ず遺伝するものと思われる。荒れ木も遺伝するものの

如く見受けられる。われわれの目的は優良なる材を安価

に最も早く産磯することである。叉交配により目的樹木

を出す顎が出来得る事と信ず。今すべての作物が交配に

より改良され擬良品種が出来ている。最も困難視された

「サトウキビ」も交配が出来たのである。叉栽培方面

は単なる従前通りの育苗方法であってはならぬと思料す

る。育苗を行いながらそれの栽培を斫究し改良して行く

ことである。いかに安価に苗を産出し叉山行苗として完

全な苗を出すかが問題である。故にこれの栽培を研究し

且つ良好なる苗は種子，子葉,獅彦,本葉出葉状況にま

で現われる故にこれ等をも研究試験をなす必要があると
考える。 （元澗洲国林野総局試験係）

■
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1

応用して，抽出調査を1946～1947年に行い，航空写真

測定により蓄積縄材捜の推定を行った。そのため高度2

千沢から地図用カメラ（6吋）でパンクロフイルムで島

全体を撮り，沖繩他2島については更に低空から写爽撮

影を行った。しかし密蒲焼付は不鮮明で（アメリカで普

通調査に用､､られているものよりはるかに縮尺が小さい

が）あったが，この写実に基いて行った調査でも多額の

経費左かけて行った地上調査よりも資料としてはよりす

ぐ・れていることが充分了解されている。

なお，航空写真用材穣表はアメリカ中部調IIIの森林瀕

査に用いられているものを修正して使用した。

（調査結果については次の機会に紹介したいと思う）

東南アジア各国における

森林資源調査に対する

航空写眞の利用
■ ● ●

遠 藤 隆

(28813受理）

F・A．O林業林瀧部会の援助と指導の下に東南アジ

ア諸国においては，森林盗源開発計画の推進竜図るため

に必要な資源量の正確な把握をする調査計画が企画され

実施されつつあるが，その計画には地上調査と併行して

空中からの調査，すなわち航空写真による調査法を導入

し各国とも鋭意その研究と実施に努力をしている。

タイ国においては,F･A．Oの勧告に基き，基本政

紫として全林地の完全調査に空中写真の利用詮計画して

いる。すなわち森獄資源の合理的開発計画樹立にあたっ

てF・A･Oの援助の下に溝々と進められており，航空

写真技術とその判読の研究のためオランダ等海外先進国

に留学生を派遣して新智識の導入に努力している。

タイ国における土地利用政策上，最も必要な精密地図

の調整をするために国防省内に紬空調査部を新設して，

5歩年計画で航空写真の作製にあたってい悪。このため

の実態調査委員会には山澗漏も参加して，鉄道沿線の武

麓なj郷チーク林の航空調査を最重点的に実行すべきこ

とが強調されている。その統空写真の縮尺は一般用とし

ては1万5千分の1から2万分の1を使麗し，特殊用と

しては1万分の1から1万2千分の1と定められてい

,る。

ウエトナム国においても;例錐5ケ年計画（1952～56）

の基本政策の徴立にあたり森林識調査に航空写真によ
び

る調査法を強調している。オーストラリヤやカンポチヤ

においても大きく航空写爽による森林調査がとりあげら

れており， オースi､ラリヤ連邦山林局は，各関係庁と

協力して航空写真による調査の方針及びその方法の靭匪

確立に夢つとめて誇り，銃塞英の判読や技術Q問題につ

き．ロンドンの森林航空調査委員会やカナダの連邦山林

局等の海外機関と連絡をとって新智識の蕊を図ってい

る。又航空写真調査のテキスト等をつくり各方面に配布

しその推進に努力している。

鵬祁の琉球においても叉航空写其の利用を行い，森林

盗源調査にザンプリング調査を実施している。

琉球はアメリカ山林局のアメリカ東部の森林調査法を

図書紹介■■■｡■『■■●巴■■ﾛa■口■B■律むち■■■■■■■■＆■■凸■DdDB■U■｡■■g■■Q日9，9巳
●■●g■■■■●由

一

松下規矩箸林学の饗宴

B6判･ 227頁・170円

東京営林局内東京緑友会発行

昭和23~26年にK.M.Kieferの名で東京林友

に発表したもので，ソクラテスを中心とする問答形

式で錨や間伐などの蕊礎問題を徹底的に批判して

いる。たとえばサギ（詐駒桟打は同氏がいいだし

たもので，技打の実行方法については反省を要する

点がお蓋い。また間伐の権威者たちは伐採木のえら

びかたをやかましくいうが,著者は楯付郊數から伐
期本数への変化をおもく見ている。

× ×

I

■

P

浅田善一箸樹木壽命無限論及び

若返法の原理と実際

A5判･ 103頁･ 300m･ (韮峨32円）

自費出版（静岡市千代田3）

昭和17年にその要旨を日本林学会誌へ発表して

いる。樹木の老衰は年令によるものでなく，樹体が

大きく態って消費がおおくなること芳逹因であるか

ら，樹体を強く伐りこめば若返ると主張する。樹木

の寿命は動物と違った点がおおく，毒ウガやサシキ

がいちじるしく若返ることは注目する必要がある。

× ×

以上の2審はそれぞれ特徴があって，一筋するネ

ウチがあるがいずれも広告が出ないゆえ，気がつ

かない人もあると思って，その内容を紹介した。

（中村畳太郎）

戸

(筆者）林野庁指導部計画課 D■■■■q■｡■凸■■且■P■■・坐･■■■●巳a■ppgCDO■・■邑昌■■■■■■あ凪■●■■■■●口■易＆a・ﾛ．■■■■■■■■■己昼■色面垂な全●｡｡●●p■”■●e■●O■■■■■ロロロ■品

で
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一

寺

＝

に画颪したら，仮令米援の力で支えたと

'一一一一~一一‘ヨー“ ー~~,しても国論は白熱化し，当局者は補径の

消耗でたちまち狂わしいまでになること
ロム
回 であろう。さすがは大国民だけに，ここ

では良く悠然と頑張っている。しかも悠

悠せまらざるうちに，はっきり見透しが

湾 ついてい…あると邦臓恐ろしい二
とではないか。

数日ぶりに帰って見ると，台北市はさ

行 ”副這曹灘｡貫録蓬そなえて郷謹善診
めている。こ郡らの雑踏の中で交通整理

の如きも右側通行電秩序よく円滑に行わ
一

（5） れている。日太のように"人朧右,車は
、

松 左"などとい5,まことに見苦しい迎合
ぶりをしている独立国とは絡段の相違が

ある。

川 この夕は,台j肺の自由の家で開力熱
た日本大使館封豊のカクテルパーティー

，恭 に招ばれた｡駐日大使蘆鎮光さんに私の
画 来意を告げると「中国を代表してお礼を
と

申上げます」という挨拶であった。帰途率佐
磯博士の私邸を訪れ,開婦溌咳Ib大和厩

＝－＝…一……｡._割一勝一.“さんの迎えをうけて夜おそく邸さんの公

館に帰る。

9月23日火，晴，台北市
姑に16時 今日は日本領有時代に三井物産が経営していた烏来の

スギ人工造林地を視察する予定である。
は，約11時 大和田さん，康何経由さん外1名と共に，台北市から

倍の時間を ドライブして新店一一亀山を過ぎ烏来に到る。烏来の入
中も途中嘉 口で入山検査をうけ,しばらくして今は台湾愛林公司茶
さんと康正 業分公司女山茶場に属している造林地に入る。場長の宗
莚くれたの 瀞さんその他のご案内をうけ，入ｵ,墨守したダイヤル族
減･撞脳生 人夫の押すト戸リーの藤の腰かけも心地よく林内な進
の赫政上大 む。ダイヤルの人夫達は卜戸リーを押しながら，なつか

しげな眼を向けて，軽い調子で日本語をしゃべるのもい

本と同じく じらしい。林内の小部落阿玉で“所に小憩。更に山溪

横たわって に沿って卜画リーを進め,､山地入d屋を過ぎ時間の許す

，性情を異 限り奥に入った。
いう複撫罐

女山鯛は,茶畑5.poOha,造林地8"000ha,農地そ

鰯罐･他5，‘0.鯛…て躯,000蝉鯵醐慧もってい藩
の問題を酸 という。

台湾俊林公司の茶業のI”箸産,水産,パインアツプの体面詮維

の上，赤化 ルなどの分公司を統合している。茶パインアツプルな
標語を掲げ どは，砂糖,樟脳と共に輸出向きの重要産物であるが，
おかれてぃ これらは今のところいずれも不振である。

の政治鐵菌 三井物産では，鴎治35年誹蕊以来,茶畑と相倹って

スギ左遺体したが，その功績は今日謹賀易不振時代漣

《
】

＝

台 湾杉

OaiwaniacryptomerioidesHay)
国立台湾大学農学院実験林管理処刊行

（実嬢様概況〕
一一 ﾛ ーマ に三』三1－毎両一＝豊詔副五垂一…4肉一一国が畢始申二戸畠＝

9月22日月，晴，合I姉

台南姑から9時30-分発の特侠車で，台北姑に16時

50分帰蒲した。

高雄一一基隆間約400kmを定ちこの列車は,約11時

間を要する。日鉄の特別急行に比べると約2倍の鯛を
費すことは致し方ないが，この長い一日の道中も途中嘉

義から堂々たる体駆の二人の森林官，邸“さんと康正

立さん力甥韓し，台湾林業の縦横談を間か極ごくれたの

で退屈もなく過せた。特に台湾ヒノキの生産減・撞脳生

産の見込薄・有望なる芳障生産などは台湾省の赫政上大

きい問題だと思った。

台湾ではこれ等林業上、問題のほかに，日本と同じく

極端に国土の狭陰にあえぐ人口問題が榎本に横た別つって

いる。これらの国民の溝成も，それぞれ風習，性情を異

にする大陸の各省から流れ込んで来ているという複雑性

が加わっているから，人口問題のむずかしさは日本の比

ではない。このような面倒な入的瀧造の…蝿政,政

治，灌蕊文化等あらゆる方面の表裏に幾多の問題を醸

しているらしい。こういぅ国柄で自主的国家の体面遼維

鍔することは非常淫困難なことであろう。その上，赤化

思想の躍迫に対しては群力群策・救民救国の標語を掲げ

て，反共斗争にこれつとめねばならぬ塊地におかれてい

る。もし日本人が，このような内外多事多端の政治場面

唖

（
〕

（錐署･本会理事長）

－20－



、

'松川 台 湾 行

あっても，大きくこの茶業分公司の経済を維持し，むし

ろ林場といった方窪当である位の感がす鴇。ここで孜

孜営々造林に努力された島田賢治さんは，中国に偉大な

宝の山を遣されたのである。黒々と谷底から蕊の頂まで

生い茂っているスギの造林地は行けども尽きない。林下

には，クワズイモ，ヤマバシヨウな鐵埴生している。

光復後，目ざとくもこの造林地を利権の対象として，

皆伐を目論んで仕事をやりだした大人があったというの

も無理はない。苦心惨溌の結晶からなる若い林も，黄金

追求の徒輩の手にかふつてほ，一片の愛情もなく切り売

りされる世の中である。この災難にか力謝って皆伐された

面積が1"000haに及んだということである。

今日の経営は，この弊にかんがみて政府で間伐木の指

定を行い，業者が伐木し，亀山まで搬出した上で3： 7
の割合で業者と公司力弱収することになっている。

行を共にした造林課の.廉何経由さんが責任者となっ

て，伐探木の選定をした林地を案内されたが，しっかり

した技術で実麓きれていたのは嬉しｶゞつた。 この辺は

19年生の称分で間伐後毎ha2,700本, 200m3余であ

る。間伐歩合は本数で35％，材積で20％弱になって

いるそうだ。スギの造林木は，赤肌･細枝で完滴な樹幹

なしている。胸高形数は0．55位だという。今後このよ

うな間伐が繰り返されたなら，烏来の山も一層立派な天

下の美林になるであろう。この山は公益的見地からも，

これを確保するため，利権の侵略をうけない国家の経営

艇任すべきではなかろうかと考える。

阿玉に引返して,,ヨシノスギを養成している阿玉苗圃

を見る。台湾の国営苗圃は前にも述べた通り，好成績の

ものは至って少ないｶﾐ， ここの民営苗圃も衰微してい

る。養苗の不成績ほ造林の將来に暗影を投ずるもので心

細い。

台湾の貴重潟葉樹として普通あげられるものは樟樹で

あるが，そのほか涯ランシンポク（畷心木）ケヤキ，ク

ロガキ（毛柿）オガタマノキ（烏心石）などがあるとい

う。阿玉にも小面積ではあるがオガタマノキの造林地が

ある。14年生で胸高直髭10cm，樹高7mに途するも

のが見られた。これも島田蟹治さんの植えたものだろう

かなどとなつかしく見てきた。自生の烏塞墜も各所に瞥

見した。阿玉事務所に帰って汗を拭い昼食をとる。

今日は台湾の山の現地に入る最後の日であるが，私は

今回の視察中，山中で一尾の蛇にも出会わなかったこと

左不思議に思って尋淑たところが,交通文化の開けた現

在，往来の多い林内では滅多に会うことはないといって

笑われた。蛇を好まない私は，初めにこのことを聞いて

おけば，もつと安心して山を歩るけたであろうと遅まき

ながら胸をなでおろした。台湾の毒蛇はなかなか種類が

豊富で,"百歩蛇， アマガサ蛇，台湾コプラ，台湾ふプ

（亀殻花)，台湾青ハデなどが普通数えられるらしい。

余り有難くない動物だが鐸がよじ､という人もあるそう

なので土産に数枚の蛇の皮を求あてきた。

宋さん達に厚く溌礼を申_f野，分局長さんから烏竜茶

を頂いて割姉に帰ったのは日暮れどき｡邸公館で邸さ
ん，大和田さんと夕食を共にする。

9月24日水，晴，北授温泉

広東の人，邸樹林さんのご案内で．北授温泉にある台

湾林業性全長邸秀城さんの別荘にゆく。

久しぶりで独り静かな部屋で,炎天下に美しく蜂､て

いるプツソウケの紅朱花を附騨ながら，渡台以来のメモ

の整理I乙かかる。

主人邸秀城さんの招きで集まられた日本大使鐺大

挙農林庁，林艤管理局の方煮10名と共に,卓を囲ん

で愉快に夕鍵を頂く。

9月25日木，晴,台ｵ姉

静かな別荘の夜が明けた。窓を開いて涼しい戟緑の空

気を味い，湯に浸って何を考えるともなくうっとり時を

過す。旅の憩いとしてこんな有難いことは永い。こうい

う日が2～3日も続i,､てくれたらと思う。

午後3時メモの蕊理の纒季ところに，台北大学の学

生代表が迎えに見えたので同車して大学にゆく。

台大では，朱先生はじめ多数の林学学生諸君が教場で

待っておられた。激は，日本の森林資源をめぐる諸問題

及び台湾林業との関連について，1時間余り出来のわる

い講演をした。

「日台連絡の飛行機や汽船は，ひとたび荒天に会えば

運航が杜絶してしまうが，両国民の爽心の綱は暴風雨に

遭う毎に強靭さを加える。中華民国と日本国の交わりは

他のいずれの国よりも長く且つ濃密であり，特に現下の

称業事情においてはまことに酷似した共通点が沢山あ

る。わｵ'爵つれは両国の林業部門を通じてお互いの真心を

合わせ；東洋林業の振興と世界的範示を期するこどを念

願としたい」という意を述べて結んだのは，私の偽らざ

る心情であった。

話を終えてから月嶬でお茶をのみながら教授や学生諸

君としばらく話をした。大学卒業後1ケ年間軍事副縢を

受けなければ，就職す､ることが出来ないという話を聞い

て同宿に堪えなかった。戦時体勢をとっている今日，こ

れもまた止むを得ないのであろうが，この禍が幸嶽ご転

ずる日の早からんことを祈ってお別れした。

夕刻，台湾鉄路飯店で台湾中華林学会の洋風の送別会

ガ罐された。この席上庁長徐さんの挨拶を通訳した副庁

長陳剛さんの日本語は，きｵつめてユーモラスで流湯であ
った。

一

■
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名余りの親しい方片に固い握手をして感謝を述べ，再会

を期して機上の人となる。

〃皆さんご機嫌よう〃

一見送場の枠にくっついて手を振る人燕に応えているう
ちに潜走をはじめる。機は錨室して一直溌に北東へ進路

をとり，濃藍の東支那海の彼方に台湾の島影力現え底<

なった頃，疲れが一時に出たようで<・っすり眠りに入っ

てしまった。

八重山列島が見え出してから間もなく那覇の飛行場に

着陸した。往路と同じくGate3の定位臓に機は停､'？

た°

南北約160km,幅4km位の沖縄島は，軍事埜地以

外の何物でもないらしい。土着入は日本移住を希望し，

出帆毎に渡航者が沢山乗ってゆくという。この小さな島

で,軍工事のために動いている自動車・トラックは，全

九州にある自顕庫・トラックの数を超えているという話

である。このなかに，日本人の経営する土建業が32社，

労務者約10,000人， パンパン8,000入入り込んでい

るそうである。

業者の営業成綴も，はじめのうちは良かったが′この

ように沢山になっては競争が激しくて｛i頚を取るのに容

易でなく，いき瀦い無理をするため共倒れになるという

話である。どこへ行っても住みよい世界というものは滅

多にない筈だが，気のせいか敗戦国民の生活の足掻き

は，特にみじめに感ぜられる。それにもかかわらず，飛

行場wこ迎えに来てくれた樋口，山本両兄の元気さは往路

に倍しているのはたのもしかった。

30分間の地上予定時間がどういう都合か1時間ばか

り延びて，太陽が西の島に没し矩間もなく午後6時過ぎ

両兄に別れて離陸した。機内は満員である。

一刻一刻祖国へ近づく嬉しさで眠くても眠れない。大

空から薄明の光が朱色に，茶色蝉，褐色に変じ，ついに

会後WP.Zhengraffさんの満らかな私邸に，徐さん，

邸さん達と共に招ばれ，盃をあげながら台湾林業視察の

感想を問牙つれたり，またZ氏の所見を質されたりして，

夜の更けるのも忘れて熱心に話し合った。信頼すべき林

業技術者のz氏と共に，互1,,に自身の信ずるままを卒直

に述べ合う機会を得たのは，楽しく且つ有益であった。

9月26日金，雨曇，台北市

午前中は造林課長漆さんのご案内で市内の官庁，大

学，会団等を訪ねてお別れの挨拶を述べた。最後に元の

宮前町，現在の中山北路に面した日本大使館を再び訪れ

た。

この大使館は隣bの貿易公司と棟つづきのみすぼらし

い建物垂軒に揚げた日章旗も心なしか勢いがない。近

く赴任される芳沢大使にはまことに超気の毒の惑力奇ろ

が，敗戦のどん底から立ちあがったばかりの今日，そう

勝手も言えない苦衷を深く察して別辞を述べご健斗を祈

ってきた。昼餐は新蓬莱で開力飢た台湾省林業界同志の

会合に招待をうけ,和やかな元気のいい方々と綴談した。

午後3時半からは，林業管理局の講堂で満堂の官民諸

氏に対し，2時間半ばかり視察報告を中心として講演を

した。よぅやく重荷をおろした感で気も軽く，また非常

によい勉強をさせて頂い超こと麓深く感謝する気持遥一
ぽいだった。短期間の盲目旅行の結果であるから，この

識演がどれだけの効果があったかは疑問であるが，この

ような機会を与えられたことによって，日本と中華民国

の交歓に多少でも益するところがあれば幸ぜと思うもの

である。今後も両国間で，しばしばこのような交歓の機

会をつくりたﾙ､ものである。

この会後,称産管理局長皮作渡さんから，記念として

水牛の角二本を合をて細工した立派な美術品を贈られた

ことは恐縮にたえない。この記念品は，日本林業技術協

会の和風会譲室の壁間に飾りつけてある。

夕刻，王添福さん邸の謂麹腱罐に招かれた。余後邸

ざん，大和田さんと共に丸公園脆近な散歩し，有名な担

子麺を賞錐したり，買物をして帰館。

9月27日土，曇・小雨‘東京都

昨夜は台湾旅行中の思い出や，帰国のよろこびが頭の

中を往来して，ほとんど眠りにつけなか迄つた。早朝から

邸さん，大和田さん，儲さんの手助けを得て荷造り詮し

ていたところへ，飛行機の出発はおくれて午後3時にな

るという報知が入った｡香港の出発が何かの都合で遅れ

たらしい。

邸夫人やお嬢さん瀧に長い淵留中の温かい鐙世話を感

謝し,記念の撮影をして公館を出発｡午後2時,松山飛

行場に着いて税関検査を無辮に終えた。わざﾖつぎ見送り

に来られた皮林産管理局長，邸・陶両副局長はじめ30

《
」

○

■

（
】

全く消えて四面交のとばりに閉された中を,軽いエンヂ
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ンの響きをたてて，東京へ東京へと機は進んでゆく。

那覇から5時間余で，憧れの東京の上空に出た。素|屑

らしい電燈の海をめがけて機は旋回降下し，無事羽田空

港に着いたのは23時30分であった。説関検査は殆ん

ど形式的に涜んだ。林さんや郁子に迎えられ，林野庁の

車で自宅#こ瀞;､たのは午前1時近かった。飛行機の延着

のたあ，他の出迎えの方為は帰られたそうだが申訳ない

失礼をした。

私は滞台半ケ月間，国際儀礼に名諺かりて，完全に酒

に親しんで来たが，日永潅法の治下に帰ったこの日から

再び停酒生活に復した。長途旅行の疲れも忘れて，家族

達と夜の白らむまで南海の佳麗なる島における新しい思

い出を語って尽くるところを知らなかった。

滞台中に蒙つた中華民国官民諸賢のご懇情を重ねてお

礼申上げ》併せてご多幸麩祈って，視察日記の項を終

る。

ヒバ，カラマツなどの造淵試験も行う溜溌は十分にある

と考える。

海岸林・謝鈍防風林の荒廃も甚だしい。地元産業の自

立上必要欠くべからざるこれらの森林は，地方行政の中

に織り込んで，自主的に地元民の熱意を喚起せしめる方

策勃課らるべきである。

なお，消極的緑化方策ではあるが，山火防止の強い政

策と温い教育が識じられなければならない。特に山火跡
地30万haを有し，今なお山火の絶えない山地人負i端に

対してこの要を認める。

米国費金の援助による造林地・苗圃事業はかなりの量

に及ぶらしいが，これに馴れて依存主義に堕すること詮

警戒し，速かに認との完遂をはかって，自主的胆材讓の

発震を期するのでなければ進歩は望み得ないであろう。

こういうとき，腱村復興委員会に信望商い林業専門家
P

P.Zhengra熾氏が掴職することは，中国剃錐のため大

いなる幸福と言牙つればならない。

（
」

3所感

以上冗員な記事を綴って申訳ない。次に主なる剃鍵上

の問題につき少し<所感を述べてこの稿を結びたいと恩

5。

②治山事業の必要

地勢急峻で崩壊し易い台湾の林地看は，国土の保全漣

ついて十分なる考慮が払われなくてはならない。

到る処，河溪の荒廃してい患状態を見ても，いかに上

流地帯の山地瀧荒れているか力轤像出来る。過去の取扱

いは決して当を得ていなかったといえる。濫伐,濫墾，

濫牧を取締ると共に，連かに荒地を緑化し』併ぜて山

地"mllの修復･理水を合理的に計画することは大切な

本事業の1鐵策である。

荒廃しきったしかも脆弱なる地質・土性の嘉南大洲の

集氷地域が，造林と砂防工を施行したことによつ．ご水を

治めている事実は，治山治水の良い範例であると思う。

森休の取扱い方においても荒廃の虞れのある地域は，

大面積の皆伐方式は当然避けなければならない。

（1）造林事業の振興

これが台湾聯鐸を強力に繼隆せしめ為第一の施策であ

る。

南日本に比べて，1.5～2倍の生産量を有する林地,亜

熱帯・熱帯林木の養成自由の林地を多分に持ちながら，

なお且つ無意味に造林されないでいる林地が台湾では

30万ha余もあり， このほか改良を要する疎悪林．火災

跡地など幟，これ以上の面稜を占めているという。林水

資源の培養を怠っては木材の不足を訴える資絡がないの

である。

到る所に立派に生育している行這樹は，台湾造林の範

である。林木の育成に対する熱意と技術はここに遺憾な

く発揮されだいる。これ左山地帯に推拡字る施策が欲し

い。

租地造赫のように,民間のカな有利に活用せしめる方

策は，大いに奨励すべきであるし，国有林自体もまた造

林に最重点を蕊かなければならない。

不成績苗圃は思い切って廃止し，新規の固定苗圃を平

地帯に，移動苗圃を山地帯に開き，高級技術の導入と施

設の完備をはかるべきであると考える。

母樹林の設定も速かに蒲手してノ健良品種の自給体勢

惹整える準備が必要である。また台湾固有の有用樹種の

育苗、造称試験，外国樹種の適性…，劔えば日本産の

4

卓

《
二

（8）間伐技術の練磨

人工造林地の面糠は，現在官民合わせて16万haに

過ぎないが,今後恐らく相当に増大するであろう。従っ

て現在の間伐材生産愛は数万石という微々たるもので，

小丸太類はほとんど輸入に侯たれ職ならないが，將来は

造林地の増加に伴って増加､することは確実である。この‘

際間伐技術の練磨はきわあて必要で，切角造yつた新しい

林をよくするも悪くするも，この技術が左右するといっ

ても過言ではない。

間伐木の選び方は阿里山・烏来などの実行例を見て

も，すこぶる良心的に行われているのは結構であるが，

ともすると需要に煽られたり，利権の対象となって，悪
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い山をつくる間伐に陥る弊が生じ易いものである。間伐

すればする程山がよくなるように，間伐水力罐ばれなけ

ればならないのであるから，この識『の拶鱈錘は一時

も手をゆるめてはいけない。

この意味において，烏来の造林地の如きは速かに国営

に帰厩せしめる方が安全であろう。公益的見地からすれ

ば，その要は更に増大するであろう・。

また台湾特有の林木の生長と固性に適した間翻鍛『の

考究は，台湾における剃拳浅術者の大きな課題であるこ

とを忘れてはならない。

ないと思う。

この意嫌“つれ澱つれは，真心詮傾けて正しい交わり麓

結びたいものである。真心は国境を趣達して万国に通ず

る。これに加えて両国国尉生の勝れた点をお互いに尊重

し,採択し合い，しかも正しい道で合洗したならば，東

洋の安定度は箸るしく増進するであろう。

たとえこの行き方が困難に会って遮堂たる進みかたを

するとしても，少しも雲することはな恥。必ず良い

繕果をわｵ1劇つれにもたらすものであることを固く信じた

い｡

（6）森林官の心溝え

台湾の森林官の気風が質実，熱心，克明であること

は，日本と流れを一つにしている。私はこれに加えて森

林への愛情の心購免が欲しいと思う。愛情が欠けている

とはいわないが，より以上の補熱を望みたいのである。

これは霞た大戦後の日本の林業界にも共通する弱点であ

るかも知奴ない。

由来日本，中国共に林業の中枢をなし，指導的立場に

あるものは公務員である。

そして林業の基礎は山をよくすること，すなわち林木

資本迩溌質共に向上をしめて，生長量の最大を期するの

が根本のねらいである。

このようにして山をよくするには，指導者が常時山に

親しみ，自ら手がけて山を愛すること釣鐙も大切なので

ある。

間伐木の選定をずるとき，印詮つけようとする木のま

わりを，少くとも一廻りしない者は怠慢と認めると老練

な指導者は教えている。また，ある古るい森獄官は，同

心林道を二回通れば，二つの新しい喜実を発見するよう

にならなければいけないとも教えている。

すなわち，森林という生きた社会は，一方的の観察や

機披的の山歩きでは，到底測り知ることの出来ない複雑

な因子を持っているものであるから．山を育て愛する心

が欠けていては大切なことが眼に入らない。深い愛惜が

あるならば,伐倒しようとする木左球めるとき,十二分
の観察をしなければ気が済まないであろうし，同じ森林

左繰返して見た場合でも森の中のわずかな変化を見逃さ

ないであろう。〃子を見ること親に如かず〃 という通り

根本は悩熱の問題である。

故に一国の林業の進歩は，森林官力進んで山に入り，

山に親しみ，山を愛育することから出発する。森林官は

山の旅人でも客人でもない。森林をわ力琴として，これ

を最も住みよいものとし，．またこれを社会に貢献さぜた

いと念願する森の主人なのである。主人の愛情こそ家を

興す根元である。
わ

性）台檜・紅檜天然林の生産保続

天然林ほ生長が休止しているから伐って利用する幟か

はないという考え方脇一応もつとものようであるが，

合理的の施業詮すれば，生長を再開始することは確実と

いえる歪あろう。台湾特産の台桧･紅檜の生産保続は，

このようにして期待し得るものと信ずる。

台湾生産材の王座を占めるこの世界的の貴重材を失う

ことは台湾林業の大きな損失である。林業人の衆知を結

集してこれが保続泡まかる研究をすることは,剃調ﾎ学

界の重大なる使命であろう。

阿里山事業津おける桧大材生産断絶の失敗に鑑発今

日“､ながらも造されている，これ等の天然林の合理的

保続施業の考究は速かに取り上げらるくぎ問題であるこ

とを特に強調したい。

《
》

”

（5） 日台林業の提携

日本と中国との関係は古い歴史をもち，特に日本と台

湾との縁故の深いことは，しばしば述べたところである

が,第二次大戦の結果この両国の間に一線麸劉して，戦

勝国と敗戦雷の区別を明らかにした。しかるにこのとき

間髪を入れずして赤化の南下勢力は，戦勝国政府を支那

大陸の本土から台湾に追い込んでしまった。敗戦国は蓑

た領土を半減されて，日本と台湾の人口密庭は急に同じ

位に高まってしまった。そして同じく反共斗争のため，

米国の大きな援助を求めざるを得な',､苦境にある。今日

は和平成立と共にこの同憂同苦の両国が協力一体となっ

て苦難を切り開き』自立の方途を立てなければならない

大切な時期であると考える。 これが両国共栄の道であ

り東洋安定の衝心であることに異論はないと思う。

文化の交流，貿易・交通・交歓の自由，産業経済の相

助などは勿論であるが，このほ力診わ力淋業林学界にお

いても木材貿易・林業機械化の援助・林業試験研究の交

換・林業種苗の輸出入などあらゆる面で，典に和解的に

提携して，東洋独特の優れた林業国を造らなければなら

h,

《
》
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（7）試験研究機関の活用

試験機関や学府の存在は,学究のための識溌研究から

更に拡大して，国家社会の福祉の増進に科学的恨拠を与

えるところに重要鬘が加えられるのである。大学所感の

実験林，林業試験所の靭究室や試験地などは， この意

味で活社会に稗益するところが充分でなければならない

と思う。これ等ほ，ややもすると学究の具#こ供さるるだ

けで終ってしまう憾寡がなし､ではない。そればかりでな

く，国や斯界の装鮒酌存在だけで死物化し，そ託で満足

するような誤った地位に鮠かれている場合もないではな

いo

国家の予巍昔置に諸いても，試験研究に鍔す-る学究
者側においても，試験研究の活用について反省を要する

点がないであろうか。ややもすると翻心勝ちの林業に，

はっきりした根嘩､ら振興の活を入れる役割をもつこれ
等機関の考慮を促したい。

私力錦国したのち台湾を襲ったペース台風催， 50年

来の大被害を与えた。そのとき測候所の台風測定と警報

発令が当童得てい趣薊否かが朝野の大問題となって，当
時の公論報捻次のように研究機関の活用を論じていると

伝えていた鰯日)。たまたまこの所感を書くとき，こ

の新聞切りぬきを発見したからその一部を揚げておぐ。

「….iM喉活動に限ら､ず工業,農業,林業などの各種

拭験場やその他の研究機関をせっかく日本から受けつい

でいながら，今日ではすべて半労不随の状態に陥ってい

るのは一体どうしたことか。日本が台湾の建設にこのよ

うな成果をあﾘ予たのは，サベて研究事業というものに異

常な熱意をみせたからにほかならない。貧弱な台湾の土

地で年産]40万トンの蓬莱米を創造したのも，地味な研

究蕊業の貢献によってである。経費欠乏が致命傷になっ

ている研究活動に，よろしく新生命を吹き込まなくては

ならない。….」論旨は研究難喋に対する政府当局の冷

淡な態度を攻めたてている‘のであるが，学究者側の態旋

についても，反省すべき譜点があることは否めないと思

う。

⑧全省森詠計画の樹立

日本政府時代の国有林の施業計画は，40事業区にｵつ

けて編成されていた。今日もこ池をうけついで施業案の

検訂を行っている。

民有林の面積はｵﾌずか遥はあるが，生産力の大きい部

分を占め，その重要さは相当に高く評価されなくてはな

らない。この民有林についてはまだ施業計画が樹ってい

ない。なお国有･民有を通ずる全省の森林経営計画も，

もちろん未着手である。

これはいうべくしてむずかしい仕毒ではあるが，日本

でもこれについて，はっきりした見錘しをもっていない

ことを遺憾とし私は，しばしば各地で述べている。

かつて日本力輔州の林野経健を行うに当って，事業医

のほかに中単位のブロック別の経営犬綱を立て，これ詮
綜合して一国の目標とする林野経営の基本計画を樹立し
たように,台湾全省の森林計画の樹立力窪ましい。

林業のように長期の産業であって，しかも国土全殻の
各種計画に大きい役割をもつ森林事業に鱈いては，一国

を貫いた基本計画を持たなければならない。国民の信頼
国家の希望はここから湧き，森林関係者の安定感と臨機
対処の方案はここから生れる。目標のないところIこ確た

る方針が立つ訳がない。方針のない林野の取扱いが，後
世をあやまることはいうま､香もない｡

精度の高い航空写真による写其測量･写真測樹が'再
撮影実現可能の艤運にある今日，非繕仁大きな期待をも

てるようになった。すみやかにこれ童合理的に取り詞も

て，全省森林計画の基礎を，確実に犯渥するように考え
てはどうかと思う。 （おわり）

｛
」
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新しい木材材料（2）

東京大学教授卒弁信二

13.改頁木材の方法

欧良木材の目的はいろいろなものがあるのであるか

ら，これに対してとられる方法もその目的に従って全く

多種多様であり，また多くの機械的・化学的操作の組合

せが行われる。各為の改良木材についての製造方法は各

説に記することにして，ここでは全般的に見て個々の操

作をとり出しこれを整理分類し共通と思われる事項に

関して簡単な説明を与える。

A切削

普通にいわれる木材加工の主体はこの切削の操作であ

るが，凋質改良に諸いても必ずこの操作がつきまとう。

原木の鋸断，中間製品の鋸断･鉋削その他の機械力1厘は

当然入ってくるが，ここでは材質改良の目的そのものに

対す:る基本的操作としての切削を挙げてみる。

（1）挽材

集成材やランバ振一・コア戸-合板の芯製造に基本となる

操作であって，比較的小寸度の板・盤･角などを原材か

ら鋸挽して作ることである。この際にはその形状,木理

を考えに入れての木取，キズの除去または分散力堵慮さ

れる。

（2）薄板化

合板誌よび挙碗謙爵木材のもとになる単恢（ベニヤ）

製作の操作である。単仮には

a) 画一タリー単板(丸剥単板)rotaryveneer

b)スライスド単版（平削単阪)slicedveneer

c) ソーン挙仮鴎挽単板)saWnVeneer

d)ハーブ画一タリ戸単板（半丸剥単版)half-rotary
Veneer

S

第4図ロー女リー機械

などがあるが，スライスド単板以下は特殊の場合であっ

て，大部分の薄板化はロータリFによるものである。そ

れの具体的な説明は合板の項に譲るとして，薄板化の”

らいを挙げると，優良材麓薄くして充分に利用するこ

と，広幅のもの衣得ること，キズを除去するかまたは分

散さぜること，接着の操作と稲まってなることであるが

木理を違えて単板を組合せることにより全体を湾質化す

ること，樹脂や薬餓の謬透処理が単板では著しく容易に

なることなどと思われる。ことに最後にあげたことの意

味から，薄板化することは単純な合板や績層木材につい

てのみでなく，種燕の特殊処理を行う改良木材ではきわ

め･亡基本的なものと考えられる。なお通常の木材加工の

切削では切削された後に残ったものが目的物であるが，

この薄板化の産物や次項の削片は前の意味でば切削屑に

あたるものが製品であるから，切削に当ってもおのずか

ら異った技術的考慮が払われる。

（3）削片化

主に乾式繊蛾原料の製造操作であって， 削片の形

状･大きさは各繊維板製造法の特色になっており，従っ

て切削機械にばホッケマシン，ハンマーミルその他特殊

の各種切削磯械がある。削片化のねらいは乾式繊維板の

特色そのものであるが，削片混合によって全体を均閏と

す為ことおよび異方性左なくすること，小片であるので

接着剤の混合話よび薬品処理が容易であるごとなどを挙

げることが出来る。

（4）粉化

現在改良材といjつれているものには微粉化された木材

質酋逵体になっているものはきわめて少い°例を挙げれ

ば硬質繊維板のあるもの酋轆当するかもしれない。合成

樹脂成型物､(プラスチックス）やリノリウムの充填物と

してかなりの戯が入るが，この場合は木材質主体とは考

えにくい。しかし將来の欧良木獄には木粉力窪体になっ

ているようなものも登場してくると考えられる。この意

味で木材粉化工業には充分な関心を持つべきであろう。

現在合成樹脂成型物には璽0メッシュ程度のもの，リノ

リウムには80メッシュ程度のもの力報いら郡ている。

な鐙鋸屑を利用するものは木溌利用に近いと考えられよ
う。謝上のねらいがあるとすれば，前項削片化に挙げた

事項をさらに徹底させることに加えて，製品を激密に》す

ること力毒えられる。

（
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一

接着剤,石炭酸フォルマリン鋤旨接着剤などが用いられ

る。積層材・集成材にな遥と製造にコストがかかる高級

の加工品であり，強度メンパーとして安全性のあるもの

が要求されるので，尿素フォルマリン樹脂接着剤，石炭

酸フォルマリン樹脂などの合成樹脂系の櫛目の高いもの

にほとんど限らいる。いう熱にしても接蒲剤の適不適は

製品の死命を制するの壱，これに対する充分な技砺的根

拠がなければならない。

これらの接着剤は原料を贈久して自家配合により調製

するものもあり，また既に配合調製さｵした接着剤を購入

し，自家工場では単に水またば溶剤の添加をして糊状に

するに過ぎないものもある。前者の場合には反応釜その

他一連の製造装置またはグルー・ﾐ･キサー(gluemixer,

製糊機，糊攪拝機）を必要とし，後者の場合でもグル

ー・ミキサー逹具えつけている。接着剤の塗附は最も原
始的なものでは人手による刷毛塗りで済まされるが，普
通はグル戸・スプレッダー(gluespreader,,糊塗附機）

で行われる。ただし識|醜の削片の場合には特殊の噴霧

混合装置を用いるのが普通である。
第6図接着剤の塗附

B繊維化

主に湿式繊維板の製造の場合涯おける主要操作の一つ
である。パルプ製造と全く同一またはこれに近いが，製

紙原料の場合程11]唾に繊維の解離を行わなくてもよい場

合が多い｡繊維化のねらいは肖塒化の場合と同一である
他,繊維または繊維束のからみ合いによる製品の緊密化

を挙げることが出来る。

第5図アスプルンド法による解離繊維

《
『

繊調bの方法は製紙パル式製造法にあげられるものは

寺べて含まれる溌それよりも〒股に小規模で，化学的

処理より轤鰄的処理にたよるものが多い。すなおちG

P法（グラインダーによるもの)，アスプルンド(As･

plund)法，マソナイト (Masonite)法などが多く，こ

とに後の二yつは特に繊離瑚葱對豊のために講堂したもので

ある。な鱈セミケミカル(Semi-chemical)法なども行

わｵしる。

C接着

接着の操作は一般の家具製作・室内造作などの木材加
工の過程に鑑いてもごく普通に行われるが‘材料生産の

過程でも竺識･穣層材・集成材など製造の基本操作の一
つである。単位材に接着剤左塗附し圧着して接合する。

つまり小材片から大材を製作する目的はすべてこの巽作
によって達成されるわけである。釘着・ボルト結合など

の擬械的方法によって同じく大材を作れるが，これは普
通材料生産の過程には含まれない。乾式繊維板で削片に

接蒲剤を混合し圧締することもこの操作に入れてエい。
接着の操作をさらにわけると

a)接着剤の調製b)接着剤の塗附c)堆漬圧締
となる。閉いられる接着剤の種類はきわめて多いが，製

品の種類とその要求される程度に応じて選択されなけれ

ばならない。理想としては接着力が木材の剪断強さや横

引張強さなどと同等以上であって，耐水湿性が強ければ

申分底いけれども，実際には鎧のずから経済的考慮が入

って選ばれる。合板寵は比熱勺耐水性を要しない場合に
は大豆グルー， ビスコース接着剤， カゼイン接着剤な

ゞど，耐水性が要求される場合には尿素フォルマリン樹脂

1L

昼

塗附後の堆戯圧締は接着剤の函上をもたらし，接着力

の発現を完成するものであって， それには接着剤の性

状,木材の性質,要求される製品の程度に従って適当な

方法がとられるおけ短あるが，大部分接蒲剤の性状に従

って左右されると考えてよい。

大きな集成材，菰厨材の製作にはクランプ締装置が用

いられるが，通常は圧締圧力調整のきわめて容易な水圧

プレス，油圧プレスが用いられる。加えられ為圧力は木

赫相互を密着せしめて,接着力を発現させるのに充分な

程度でよろしい。接蒲剤の種類に従って常温で圧締散･る

冷圧プレス(cOldpress)と，加熱装羅の附風した熱圧
ﾌ･レス.(hotpress)とがある。後者の場割撫は単Wこ

接着剤の函上と場合によっては溶剤の揮散を目的とする

ものであって，後に記する力嘩による木材質そのものの

変化なれら5場合と本質的に違うのであるが，この両作
用を同時にやるものもある。いずM化にしてもその対象に

一
戸
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平井：新らしい木材材料

この理由から強圧を加える材料にはマカンパ，ブナなど

の鰭較的硬質の広薬樹散孔材を用いるのが普通である。

また圧澄左なるべく起させずに均等に圧縮するためにほ

木材そのものの柔軟性,難しくいえば塑性(plasticity)

を増させておく必要があり，それには何等かの前処理ま
たば関連処理を加えなければならない。圧縮木材の場合

には蒸煮｡煮沸の軟化前処理を行い，圧縮時に加熱を併

用して蜘上を助ける。硬化積層材.，硬化合板では石炭酸

フオルリマン樹脂寺鯵透さ窪その流動性と加熱によっ

て木材の圧縮塑性加工を進行させる｡,圧縮圧力の限度は

場合によって違うが，大凡350kg/Cm2程度であろう。

圧縮のやり方には上下両面のみに定盤をおいて圧する
ものと，全面を閉じこめてまた催伸びのほとんどない木
口方向だけを開けて他ば型で固定してしまういわゆる型

押し(mOlding)の方法とがあって，この二‘つのもので

ば圧縮のされ方がかなり違う。前の場合には定盤にすぐ，
ついている部分から離れると左右に多少の伸び逃げが可

能であり，圧力の伝播がよく行われて後の場合よりも低

い圧力でよく圧縮され，また結果から見て全体としては

比較的均質になる。後の場合には当然“が多いから同

じ圧縮度を得るには少し高い圧力が必要であり，また弱

点電圧溌節鐸中しやすい。このよ5なことは製品の寸法

の大小についても考えられることである。たとえば厚物

の圧縮においては上･頂両端に近1，拠は圧縮度が高く，中

心に近くなる程圧縮度が少くなるを免力熱ない。

な鐙圧縮された製品は後で戻らないことが必要であ

る。このためには圧縮木材では圧縮されたままの状態で

充分乾燥固定させておかなければならない。その後も吸

湿によって膨脹復元する可詣性があるから，膳に乾燥状

態重使用するか，充分な防湿防水塗装または処理が行牙つ

れる。硬化稜屑材などの合成樹脂を諺透させるものは，

細胞内陸や淑胞間溌にある鋤旨の硬化によって圧縮のも

どりをくいとあているものである。

圧縮には通常の接着だけの場合にくらべて遥かに大き

な容豪のプレス力輔いられる。少し大きなものを作るた

めには3，000 1､ン， 4,000トンという大きな圧縮容麓
のものも珍しくない。

E加熱

改良木材の製造過程中に行われる加熱には前に記した

ように接着剤を凋上さ壱ること，木材質に塑性を与える

ことなどを目的にしたもの力疹いが，ここでは加熱によ

る木材質の麹七を対象としたものをとりあげてみる。木

材質があまり変化しない加熱の限度は短時間ならば150°

C程度であ､って，それ以上の加熱を行うと’セル戸戸

ズ．リグニンなどの木材組成分そのものの変化が生ず

る。すなわち構成水分力糖失するといってよい。その際

第7図合獅月水匪加熱プL寵ス
グ

応じて適当な加熱温鴎加熱時間が技術的根捷に従って

定めら恥る。なお本来は常温硬化性の接着剤であって

も，函上を促進するためにある程度の力嚥をすることも

多い。

D圧縮

麗縮木材，函畷層秘硬化合板,硬質繊維板などで

は圧縮の操作釣逵なものの一己となる。これは木材質を

圧縮することによって綴密にfすることである。木材は大

部分内腔をもった綱包壁だけの細胞の集合体であるか

ら,圧縮によって空隙の部分を減少さぜて木材実賓の割

合を増さしめる。たとえばブナの素材の空隙奉職約65％

であるが，圧縮木材（リグノストン）の空隙率は約5％

となる。従って土鍾を増すとともに単位面積あたりの強
さ,弾性を向上さぜるこ勘§出来る｡しかしあまり強圧を

加えると細胞間の造りによる圧潰力家きく拡がり，その

影響がかえって至畿の材質の低下をもたらすから，加え

る圧力にはおのずから限度があるし，霞走用いられるも

との木材も強靭均質なもの力鍾噸もなければなら縦い。

第8図ブナ･リグノストンの顛徴鏡写真(O・GRAF)
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守

平．弁：新らしい木材材料

隣接する水酸基の間で斑o蓮失ってエF-テル結合が形
成されると考えられる。

鷺器』→R-O-R+ILO
ここにRはリグニン塞基，多糖錘または他の有機基

を意味歩する。木材細胞膜の，ひいては木材の吸湿性はそ
の組，”･の自由な水醸基ガ鍬と結合し易いことによるも
のであるから，上記の形にして水酸基堂ふさいでしまえ

ば，親水性力渋湖',て吸湿とそれに伴う寸度変化膨
脹）や強度低下の悩み力藷し<減殺するわけである。す

なわちｵ輔の狂1,,を防&2する寸度安定化(dimensioaal

stabilization)の-方法である。なお温嘩§ず陣つと高く
なると木材自身発火しまたは賭上してしもうから，そめ
ような高温までにほもってゆかない。しかし村の黒変は

免がれず，また材の率による二，三の弦さの低下，こ

とに脆さ釣錨すことは注意を要する。実際に識作されて

いる熱処理木材としては米国林産試験所で耐l究されたス

テープウッド(StaybWood)があり，水素.麗譲などの

カス中で敏加蕊または錫･鉛一カドミウムの熔融合金中
での剃鰹によって1釦～|320｡G程度までの拠壁が行わ
れている。 雲

硬質繊維仮のマソナイト法では総維解離の際は70kgy
cm', 300｡C程度の高圧高温蒸気処理を行い，リグニン

を活性化させて蝿繊維のシートを200｡C程度で蕊廷
する際に結合剤としての働きをさせるといわれている。

また米国林産鳶嫁所で研究された力IIWII圧処理木材ステ

イパッグ(Staypak)は拠嘩圧力100kgtmS万温窒130

~170｡C程度でリグニンの塑性"(plasticflow)を

増し，合成樹脂謬透と類似の効果を挙げるねらいを持ｼっ
ている。

F樹脂処理

合成樹脂謬透木材，画上稜層材，閲上合板，硬質繊維

板など製造の基本操作の一つであって，主に石炭酸フォ

ルマリン鋤旨を低縮合の状態で木材中に謬透させ，後加

熱によって繊脂を木材内で硬化固着せしめる。主な場合
は木材中の顕鍛鐘的孔隙を樹脂が充演して，圧縮の復元

をくいとめる他郷旨ヵ幼隅つったための特性すなわち耐

水性･耐火性･耐薬品性･耐朽性･耐虫性・電気絶縁性

の向上および強さや硬さなどの増強も期待すること力報

来る。ただしあまり樹脂含有率が多くなると製品に樹脂
の性質が勝ってあらわれて来て，かえって脆くなる傾向

がある。

木材への注入には普通アセトンやアルコールに溶かし

た樹脂液力嘘用されるが，さらに縮合度の低い水溶性樹

脂液（または含水樹脂液）や末縮合の原料と触媒だけを

配合したものも使用されることがある泌この場合には

顕微鏡で見える孔のみでなく，細胞膜内部のミセル間瞭

やその他の孔隙（細胞膜はモル画一ズ分子が弦ん･亡結晶

性をもったミセルとセルローズ分子力端燈しした結晶性を

示さないミセル間隙その他の孔職からなっている）にも

入りこみ,､これを充填して木材の吸湿膨脹の原因である

結合水分の入りこむ余地をなくして.しまう効果，すなわ

ち寸度安定化の目的に著しい効果があるものとされてい

る。なお硬化積廟泳函&合板の場合は木材中への謬透

と同時に板を相互に接着する役割をも受けもっている。

この目的に実用化されているものはほとんど石炭酸系

合郷蜘旨に限られているが，石炭酸フォルマリン縮合物
のみでなく，クレゾール，キシレノールなどとフォルマ

リンの縮合物も同じような方法で用いることが出来る。

また尿素フォルマリン樹脂，メラミンフォルマリン樹脂

などによ謡試作研究も行われているが効果は少ない。

樹脂処理の操作の一般歯過程として

a)原料樹脂液の調製（溶剤の添加な含む）

b)樹脂液の木材･への注入（備圧，あるいは減圧加圧

注入）

c)涛剤揮散のための乾燥

d)加熱（または堆積圧締を同時に行う）による樹脂

の函上

が挙げられる。各為の操作はその使用する樹脂の特性，

原木の性質，製品の大きさによって適当な方法がとられ

る。ことに最後の加零件すなわち加熱温度と加熱時間

は樹脂の硬化に充分であることが必要であって，普通の

石炭酸フォルマリン樹脂を用いる溺合には製品の最内部

の温旋が少くとも120.C以上，通葡は140｡C程度を

目標にしなければならない。

G薬品処理
これは目的とする製吊涯よって薬品の種類とそのねら

い，従って方法が異なるので概括的に記することは困難

であるが，その操作の主体は薬品の謬透と固定にあるこ

とは前項樹脂処理の場合と同様である。防腐木材，耐火

木材についてはこの記職で省略するが，特に吸湿膨脹に

対する寸度安定化の薬品処理に､ついては各説において触

れることとする。

Hその他の附属的処鯉

以上はきわめて意味の広い改良木材全般から比較的重

要な基本的操作と思爵つれるものを拾ったのであるが，そ

の他にも種な雑多の操作があり，叢た附属的に行われ為

も.のも少くない。たとえば乾燥の如きはたいていの場合

どこかに必要と考えられる。その他筋別．混合，含水率

調整,研磨・塗装などの表面処理ガ秘『ず搾ってくるもの

も多い。これらのうちの重要なものについては各説に記

することとする。

（後託）改良木材の方法を各説の兜にあげたことは，
あるいは読者の理解を混乱させたかもしれない。しかし

現在まで改良木材の科学鐵賦鶴個々のものの記載的な処
に終始していて何等全般的な体系をも､つに至っていない
状況である。この方面の方法論的な発展を進ある上に，

幼稚ながら何等かの資穏を提供することが出来れば幸と
考え，あえて晦渋な記述を試みた。あるいは各説を見ら
れてから後この章を見返していただくと幸甚である。

《
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でばヒパやアスナロのことを方言でクサマキといって

いる。もし質問がこのどちらかであれば自ら答も違っ
てくる訳であるが，ここでは方言でなく和名を採って
説明したものである。

②ヒバは通常アスナロ (ThujopsisdolabrataSieb.
etZuccr)の変種ヒノキアスナ戸 (Thujopsisdola-
brataSieb・etZucc.var.HondaiMakino)のこと

をいい，主として奥羽地方,北海道南部に天然分布し
ている。ことに青森隈の下北，津軽両半島に多い。ア
スナロによく似ているが一般にアスナ戸より鱗片葉が
厚くかつ堅く毬果が球形をなすなどの相違がある。石

川某能登半島に多く植栽されている所謂アテは大部分
このヒバのようである。さてヒノキとピパは同じくヒ

ノキ科の植物であるがヒノキの樹冠は大体卵形左なす
がヒバは広，膨ななしている。ヒノキの枝は幹と鋭角

をなして緩く曲って開出するが，アスナロの枝は幹と

ほぼ直角をなして曲りくねって出ている。ヒノキの樹
皮は赤福色であるがヒパの樹皮はそれより幾分黒味が

強く外皮は細かく紙片のように剥離し易い。幹も樹皮
も幾分振れる性質がある。ヒノキの小枝は茎の左右の
葉腋から交互に連縦して出るが，ヒパの小枝は茎の左
右葉腋から交互に連続して出ない。ヒノキの鱗片葉は
ヒバに比し邸形海かつ裏面の白色部分はY形をなして

いるが，と（の鱗片葉の裏面の白色部分は白粉をぬっ

たように真白である。ヒノ寺の毬果は球形小形で熟し
て赤鶏色となるが，ヒバの毬果はほぼ球形で初め帯白
緑色,熟じて少し<赤味のある褐色となる。ヒノキの
種子は小形で力野つ赤褐色を呈し光沢があり左右にある
翼が広い。ヒパの種子はヒノキより大形で細長く色泌
淡黄褐色を呈し光沢少<左右にある翼も幾分狭く細長
い。上記のようにヒバとヒノキ捻同じくヒノキ科に腐
しすべての形態がやや似ているがクサマキはマキ科に
属しヒバやヒノキとは全然ちがっている。クサマキの
葉は一見コウヤマキの紫鞍広<長くしたような形粒な
しかつ枝上に密生して着くよ,5すがやや似ている。そ
れでヒパやヒノキの鱗片葉とは全くちがっている。ヒ

パとヒノキはどちらも､齢同株であるがクサマキは雌
雄異株である。ヒパやヒノキはいわゆる毬果を生じそ

の中に種子を蔵するが，クザ･マキは膨大した花托の先
に緑色の套被でおおわれた果実をつけその内腫種壬が
あるのでそのようす動逢くちがっている。

林業試験場造林部林弥栄

一最新型発売中一

産一一一一一

質。疑。應。答・●

問 「くさまき」という木はあるのでしよ･5か，ないの
でしょうか。

ありましたら『ひば」「ひのき」「くさまき」の棚違
せる点をお教え下さい。

謂縮県中蒲原郡川東村馬下宇佐美登

答（1）クサマキという木は別名鞍イヌマキ，ホンマキ，
マキ等といい，マキ科(Podocarpaceae)に属し，学
名をPodocarpusmacrophyllusD.Donという。樹
皮は灰白色で浅く縦製し薄くはげ.る。紫は枝上に互生
しやや密に着き平扁愈線形あるいは狭罰職形で長さ
10～15種，幅8～12耗許あり，革質で鋸歯はない。
雌雄異種で5月開花する。果実はほぼ球形で如月の
候熟して緑色を呈し多少白珠詮おび‘その下部の花托
は膨大して倒卵形をなし熟して暗紅色となり甘く食べ
られる。本州（房総半島南部以南,三浦半島,伊豆半
島,東海道，沿線各地，紀州半島，山陰，山陽等）四
国，九州.対馬，屋久島，七島,奄美大島，琉球，中
国南部（雲南省）等広く暖地に天然分布しているが，
また関東以南の各地.で生垣,庭木としてさかんに植栽

・されている。九州南部肝属半島の国有林には人工林ぷ
ありかなり成績がよい｡材ぼ塾､が加工容易で耐朽力
が強く水湿によく耐えかつ白蟻等の害にかかり蝿､の
で九州南部，琉礒などでは建築材として賞用されてい
る。その催か家具，床住≦器具彫刻，棺，桶類，指
物など陣も使われる。なお岐阜果東濃地方，広島県，
静岡県（遠江地方）ではコウャマキのことを方言でク

サマキといい，岩手県（気佃郡)，宮蜘展（本吉郡)，
山形染（置賜地方)，福共県(越前地方)，茨鯉など

《
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この器械左使用する場合には航空写真を正しく標

定して下さい。即ち写典の基線（隣接する写真の撮

影点を結ぶ線）を眼基線(左右の瞳孔を結墨線）に

平行にすることです（下図参照）

〈イ） （ロ）

結功且鮮明な森林調査用実体鏡

携帯用実体鏡
￥8，000 ⑦実喪

［
、

特長：軽量でしかも堅牢，密涜2倍引伸用の

板があり，林相判読，境滉ｲ祷認のための拡大

鏡付属。

一日林協測量指導部へお申込み下さい

一
畔 F~T
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◇懸薑 文審査発表◇
奉
眉冊

本会第4回懸賞論文（幾体省後援）は各稲査員により厳正な審査を重ねて参りま･したが最維

群査会において次の通り入選が決定しました。

今回の懸賞論文は応募作品総数18編であった。いろいろな事情で癖査が延引して洵に申訳

ない竹卿寛恕を願いたい。

社団法人日本林業按術協会

審査員

審査長林野庁長官柴田 栄 参議院議員三浦辰夫

林野庁林政部長幸田午六 同 横川信夫

林野庁指導部長藤村重任 林総協理事長小林準一郎

林野庁業務部長石谷憲男 前林野fう鑿務部長佐木義夫

林業試験場長大政正隆 前秋田営林局長野村進行

東京大学教授島仔I錦藏 本会理事長松川恭佐

記

《

キ

特賞 農林大臣賛（副賞一万門） 農林省林業試験場野村 勇

森隊資源総合対策協議会

秋田営林局

滋賀県林務課

延岡営称署

名古屋営林局

林野庁研究瞥及課

一席 林野庁長官賞（副賞八千円） 船越昭治

淵!’ 田五郎

小林弘人

高村邦太郎

浜住芳一

須藤喜八郎

二席 日本林業技術協会賞（副賞四千円）
一

雄作 賞
ロ
函

日

あ、r』千 ・が．安い鰯､' …

や
葵 思わしくないことです。目下その対策という力経済立て

なおしについて具体案を考究中でず，みな蒙の漂い御理

解左得て，この難局の打開に格別の御協力をお願いした

いと思います。 ．

○爽涼の秋が今年もまた山に野に訪れてまいりまし

た。者吟の街路樹さえも赤に黄に彩らｵしてけんらんたる

秋の粧いを満喫させてくれてい寮す。山の第一線舌尊い

汗を流しておら証る方為も，間もなくおそって来る冬を

ひかえて，一段と力のこもった作業をつづけておられる

ことでしエう°

《
空

○会員のみな穣からいろいろな御照会がまいり霞す

が，回答髭要するものには，どうぞ返信用の璽鍔を同封

下さるよう詣瞬､しますも○前号｢水害対辮織集編」は関係者一同努力の甲斐

あって，老方面から非常な好評をいただきました。〃よ

くこれだけ立派な“力窪められたね〃といわれるたび

に企画した編集委員会も赤インクで手のまっかな編集子

も，ただにっこりと浮かばれた思いでした。樹彦忙中心

よくペンを諸取り下さった方,々に再び厚く露礼を申上〈・

る次第でし3も

昭和28年9月10日発行 飼面40円

鉢 業 技 術第139号

（改題第46号。発行部数12,400部

編集発行人 松 原 茂
印刷所 合同印刷株式会社

発行所 祗團法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
，電話（33）7627．9780番
振替東京60448番

○次ぎはお詫びですも何とかして発行日のおくれな

取り戻そうと努力していますが，つぎつぎと悪条件乃鍾

なりあって思うにまかせず，毎庭のことですが申訳けな

く存じます。最も大きな原因は会そのものの経濟状態が

一
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日本林業技術協會の新刊書は
毎月此の頁で紹介致し戎す
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